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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
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夏季休室… ………… 8月11日〜19日

平
成
24
年
度
の
通
常
総
会
が
６
月

16
日
午
後
２
時
か
ら
東
京
・
六
番
町
の

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
か
れ
た
。

会
員
１
１
０
人
が
出
席
し
、
①
平
成
23

年
度
事
業
報
告
案
②
平
成
23
年
度
収
支

決
算
・
財
産
目
録
案
③
平
成
24
年
度
除

籍
予
定
者
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。
議
事

は
淡
々
と
進
行
し
、
事
業
報
告
・
収
支

決
算
案
に
つ
い
て
質
疑
も
な
く
１
時
間

半
で
終
え
た
。
長
丁
場
だ
っ
た
昨
年
と

は
打
っ
て
変
わ
っ
て
の
ス
ピ
ー
ド
審
議

だ
っ
た
。…

（
事
業
報
告
等
の
詳
細
内
容

は
別
掲
）

■
会
長
挨
拶

前
途
に
曙
光
み
え
て
き
た

こ
の
日
の
総
会
に
は
３
７
９
７
の

委
任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
出
席
者
・
委

任
状
提
出
者
を
合
わ
せ
る
と
３
９
０
７

人
と
、会
員
総
数
の
過
半
数
と
な
り
、総

会
は
有
効
に
成
立
し
た
。
総
会
を
開
く

た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の
出
席
者
／

定
足
数
は
、
従
来
３
分
の
１
以
上
だ
っ

た
が
、
新
し
い
定
款
で
、
過
半
数
と
な

っ
た
。
高
原
三
平
総
務
担
当
常
務
理
事

の
司
会
で
議
事
を
進
め
た
。

冒
頭
、
尾
上
昇
会
長
は
あ
い
さ
つ
の

な
か
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

一
、
日
本
山
岳
会
は
４
月
１
日
か
ら

公
益
社
団
法
人
と
な
り
、
新
し
い
法
人

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
回
は
、
記

念
す
べ
き
総
会
で
あ
る
。
公
益
社
団
法

人
へ
の
移
行
に
際
し
２
年
半
に
わ
た
っ

て
献
身
的
な
努
力
を
続
け
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。
専
門
機
関
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
進
め
て
き
た
。

日
本
山
岳
会
に
は
す
ご
い
パ
ワ
ー
が
あ

り
、
そ
れ
を
発
揮
で
き
る
高
い
能
力
を

も
っ
て
い
る
と
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

一
、
３
年
前
、
会
は
大
き
な
課
題
を

い
く
つ
も
か
か
え
て
い
た
。
会
員
の
漸

減
傾
向
、若
い
会
員
の
少
な
い
こ
と
、そ

れ
ら
に
よ
る
会
の
態
勢
の
衰
え
、
財
務

危
機
…
…
。
再
生
に
向
け
、
い
く
つ
か

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

た
。
み
な
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
、
改
善

の
兆
し
が
み
え
て
き
て
い
る
が
、
今
年

度
、
さ
ら
に
会
員
受
益
検
討
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
た
。「
日
本
山
岳
会
の
会
員
に

な
っ
て
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
」

と
い
う
質
問
に
対
し
て
明
確
な
答
え
を

出
し
た
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
メ
リ
ッ
ト

を
肌
で
感
じ
て
い
る
が
、
新
し
い
人
に

ど
う
伝
え
て
い
く
か
考
え
て
い
き
た
い
。

一
、
Ｊ
Ａ
Ｃ-

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
若
い
人
を
育
成
、
ま
た
入
会

を
歓
迎
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
が
あ
っ

て
若
い
人
が
増
え
て
き
た
。
こ
れ
を
発

展
解
消
さ
せ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

と
し
た
。
従
来
の
指
導
委
、学
生
部
、青

公
益
社
団
法
人
と
な
っ
て
初
め
て
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
尾
上
昇
会

長
か
ら
は
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
を
は
じ
め
と
す
る
現
在
進
行
中
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
成
果
、
改
善
の
兆
し
が
み
え
て
き
た
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
5
つ
の
新
支
部
が
誕
生
し
た
。

平
成
24
年
度
通
常
総
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
成
果
で
再
生
の
兆
し
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年
部
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
。
２
年
間

で
１
０
０
０
万
円
を
投
入
す
る
こ
と
を

３
月
の
総
会
で
承
認
い
た
だ
い
た
。
運

営
に
迈
進
し
て
い
た
だ
き
再
生
の
引
き

金
と
し
た
い
。
よ
う
や
く
曙
光
が
み
え

て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

■
事
業
報
告
・
収
支
決
算

収
支
、
わ
ず
か
な
が
ら
黒
字
に
転
換

議
案
審
議
を
開
始
し
た
。
高
原
常
務

理
事
が
事
業
報
告
を
、
小
林
義
亮
財
務

担
当
常
務
理
事
が
収
支
決
算
・
財
産
目

録
等
を
説
明
し
た
。

〔
事
業
報
告
〕
新
し
い
公
益
法
人
制
度

に
対
応
さ
せ
て
公
益
目
的
事
業
と
共
益

目
的
事
業
に
仕
分
け
し
て
き
た
。
公
益

目
的
事
業
で
は
、
支
部
に
よ
る
児
童
・

青
少
年
の
育
成
事
業
が
活
発
だ
。
埼
玉

で
障
害
者
と
の
ふ
れ
あ
い
登
山
、
京
都

で
登
山
教
室
、
東
京
多
摩
で
小
学
生
と

高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ
、
山
形
で
Ｊ
Ａ
Ｃ

会
員
と
一
緒
に
登
ろ
う
、
東
九
州
で
青

少
年
体
験
登
山
大
会
な
ど
。
山
岳
環
境

保
全
事
業
も
ウ
ェ
ー
ト
が
高
く
な
っ
て

い
る
。
福
井
支
部
の
森
づ
く
り
、
高
尾

の
森
づ
く
り
、
東
海
が
猿
投
の
森
で
の

調
査
活
動
、
京
都
が
藤
尾
の
森
づ
く
り

な
ど
。

Ｊ
Ａ
Ｃ-

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｙ
Ｈ
で
は
、
非
会

員
の
若
者
を
対
象
と
し
た
机
上
講
習
会

や
登
山
講
習
会
、
ま
た
学
校
山
岳
部
の

部
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。「
山

の
日
」制
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は「
山
の

日
」
制
定
に
向
け
て
活
動
を
続
け
た
。

共
益
目
的
事
業
は
、
会
員
の
た
め
の

事
業
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
も
の
が
多
い
。
恒
例
の
23
年
度

年
次
晩
餐
会
に
は
４
２
５
名
が
参
加
し

た
。

〔
収
支
決
算
な
ど
〕
決
算
は
公
益
法
人

会
計
基
準（
平
成
20
年
基
準
）に
沿
っ
て

行
な
っ
た
。
正
味
財
産
増
減
計
算
書
に

よ
る
と
、
23
年
度
の
経
常
収
益
は
８
７

５
６
万
円
、
費
用
は
８
６
６
４
万
円
と

な
り
、
差
し
引
き
92
万
３
７
９
０
円
の

黒
字
と
な
っ
た
。
前
年
度
は
１
４
８
０

万
円
の
赤
字
だ
っ
た
。

ひ
と
息
つ
い
た
格
好
だ
が
、
こ
れ
は

①
入
会
金
・
会
費
収
入
が
ふ
え
た
②
前

期
の
よ
う
な
特
別
支
出
が
な
く
な
っ
た

③
み
ん
な
が
経
費
削
減
に
努
力
し
た
―

―
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。
入
会
金
・
会

費
収
入
は
前
期
比
１
７
８
万
円
の
増
加

と
な
っ
た
。し
か
し
、長
期
的
に
み
る
と
、

高
齢
化
に
よ
る
会
員
の
退
会
等
が
続
く

と
み
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
長
期
低
落
傾

向
に
は
ど
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。
下

り
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
懸
命
に
な
っ

て
駆
け
上
が
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

経
常
収
益
は
、
２
１
３
２
万
円
の
増

加
。
総
額
主
義
を
採
用
し
年
次
晩
餐
会

の
会
費
収
入
を
計
上
、
ま
た
支
部
に
対

す
る
受
取
助
成
金
等
を
組
み
入
れ
た
た

め
、
計
算
上
は
大
き
く
膨
ら
ん
だ
。
年

次
晩
餐
会
の
会
費
収
入
は
６
２
０
万
円
、

支
出
は
６
４
２
万
円
で
差
し
引
き
21
万

円
の
赤
字
。
そ
の
他
事
業
収
益
・
事
業

費
と
し
て
計
上
し
た
。
支
部
助
成
金
・

寄
付
金
は
国
土
緑
化
推
進
機
構
な
ど
か

ら
の
森
づ
く
り
活
動
へ
の
補
助
金
な
ど
。

山
研
使
用
料
は
天
候
不
順
、
道
路
決
壊

な
ど
の
影
響
で
１
２
７
万
円
に
と
ど
ま

っ
た
。
前
年
比
38
㌫
減
。

収
支
は
前
年
度
に
比
べ
１
５
７
２

万
円
改
善
し
た
。
そ
の
要
因
を
分
析
す

る
と
、
１
７
８
万
円
の
入
会
金
・
会
費

増
の
ほ
か
、
修
繕
費
・
賃
借
料
減
４
５

５
万
円
、
人
件
費
減
２
４
５
万
円
、
Ｈ

Ｐ
外
注
１
２
０
万
円
減
、
経
費
削
減
１

１
７
万
円
な
ど
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
平
井
拓
雄
監
事
か

ら
収
支
計
算
書
等
が
正
確
か
つ
妥
当
で

あ
り
、
ま
た
理
事
の
業
務
執
行
が
誠
実

に
行
わ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
監
査
報
告

が
あ
っ
た
。
議
事
は
質
疑
応
答
に
進
ん

だ
。
質
疑
な
し
。
尾
上
議
長
が
発
言
を

う
な
が
し
た
が
、
応
答
な
し
。
採
決
に

は
い
り
、
拍
手
多
数
で
も
っ
て
承
認
し

た
。
２
時
59
分
だ
っ
た
。

■
除
籍
予
定
者　

24
年
度
は
85
人

平
成
24
年
度
の
除
籍
対
象
者
は
85

人
。
会
費
を
22
・
23
年
度
の
２
年
間
滞

納
し
て
い
る
会
員
が
対
象
と
な
る
。
１

年
で
も
い
い
か
ら
会
費
を
納
入
し
て
と

ど
ま
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
長
田
義
則
会
員
（
５
４

６
５
）か
ら「
除
籍
さ
れ
て
し
ま
う
と
退

会
で
き
な
い
の
か
」
と
、
初
め
て
質
問

が
あ
っ
た
。
さ
る
会
員
が
除
籍
対
象
と

な
り
退
会
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
除
名
と

な
る
の
で
退
会
で
き
な
い
と
い
わ
れ
た

と
い
う
。
高
原
常
務
理
事
は
「
除
名
と

は
異
な
る
。
除
籍
の
場
合
、
復
活
制
度

が
あ
り
、
２
名
の
推
薦
者
を
得
て
、
か

つ
て
の
会
員
番
号
で
会
員
資
格
を
復
活

で
き
る
。
そ
の
場
合
の
在
籍
年
数
は
以

100人余りの会員の出席があった
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前
の
在
籍
年
数
も
加
え
る
こ
と
に
な

る
」と
応
え
た
。
吉
永
副
会
長
は「
除
名

は
会
の
名
誉
を
傷
つ
け
た
と
き
な
ど
で

総
会
の
決
議
が
必
要
だ
。
３
分
の
２
以

上
の
議
決
権
が
求
め
ら
れ
る
。
会
費
を

納
入
す
れ
ば
退
会
は
で
き
る
」
な
ど
と

追
加
し
た
。
髙
橋
二
義
会
員
（
７
８
８

５
）は「
除
籍
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
推
薦
者
に
も
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
た
。

■
新
支
部
長
紹
介

初
め
て
の
女
性
支
部
長
誕
生

新
し
い
５
人
の
支
部
長
が
紹
介
さ

れ
た
。
埼
玉
の
大
久
保
支
部
長
は
日
本

山
岳
会
初
め
て
の
女
性
支
部
長
、
四
国

支
部
は
、
こ
と
し
２
月
に
発
足
し
た
ば

か
り
。
大
き
な
拍
手
に
迎
え
ら
れ
、
会

場
前
に
進
ん
で
、
次
の
よ
う
に
抱
負
を

語
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
「
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
る
」
と
い
さ
さ
か
緊
張

し
た
面
持
ち
だ
っ
た
。

岩
手
・
菅
原
敏
夫
支
部
長
（
１
１
７

６
５
）　

岩
手
に
は
新
幹
線
で
簡
単
に

来
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
京
を
朝

た
て
ば
、
そ
の
日
の
う
ち
に
岩
手
山
の

登
山
口
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。
お
い

で
く
だ
さ
い
。
東
日
本
大
震
災
に
際
し

て
は
、
義
援
金
30
万
円
を
い
た
だ
い
た
。

沿
岸
部
に
あ
る
３
つ
の
高
校
山
岳
部
に

活
動
資
金
と
し
て
寄
付
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

埼
玉
・
大
久
保
春
美
支
部
長
（
７
２

４
９
）　

支
部
設
立
３
年
目
に
し
て
支

部
長
を
拝
命
し
た
。
大
学
４
年
生
の
時

か
ら
30
歳
代
前
半
ま
で
、
日
本
山
岳
会

婦
人
懇
談
会
や
集
会
委
員
会
等
で
お
世

話
に
な
っ
た
。
先
輩
た
ち
の
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
海
外
遠
征
に
参
加
し
た
。

山
へ
の
想
い
と
、
日
本
山
岳
会
へ
の
恩

返
し
と
い
う
気
持
ち
を
抱
き
つ
つ
、
定

年
に
な
り
山
を
再
開
し
た
。
自
分
の
山

登
り
を
す
る
つ
も
り
が
、
支
部
の
立
ち

上
げ
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
で
、
支
部
長

の
役
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ご
指
導
を
い
た
だ
き
た
い
。

福
井
・
森
田
信
夫
支
部
長
（
１
４
５

７
６
）　

福
井
は
「
日
本
真
ん
中
支
部
」

と
し
て
京
都
、
岐
阜
、
石
川
、
富
山
と

一
緒
に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

大
学
時
代
、
山
岳
遭
難
が
よ
く
起
き
た
。

「
山
岳
部
に
は
入
る
な
」
と
言
わ
れ
、
ス

キ
ー
部
に
入
っ
た
。
海
外
登
山
と
岩
登

り
は
経
験
が
な
い
。
最
近
は
、
体
調
第

一
で
古
社
寺
の
あ
る
よ
う
な
歴
史
的
な

山
に
ゆ
っ
く
り
登
っ
て
い
る
。
若
い
人

と
一
緒
に
活
動
し
た
い
。

四
国
・
尾
野
益
大
支
部
長
（
１
３
３

０
５
）　

１
９
６
８
年
生
ま
れ
で
44
歳
。

全
国
31
支
部
の
な
か
で
、
い
ち
ば
ん
若

い
と
思
う
。
支
部
も
発
足
し
た
ば
か
り
。

ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
。
四
国
は
、
日

本
山
岳
会
発
起
人
の
ひ
と
り
で
初
代
会

長
で
あ
る
小
島
烏
水
の
生
誕
地
だ
。
高

松
に
顕
彰
碑
を
建
て
て「
烏
水
祭
」を
開

催
し
て
い
き
た
い
。
来
年
は
生
誕
１
４

０
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
る
。
４
月
14

日
に
高
松
市
で
実
施
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

福
岡
・
中
馬
菫
人
支
部
長
（
６
２
２

２
）　

山
の
年
齢
は
、そ
こ
そ
こ
に
な
っ

た
。
精
神
年
齢
は
若
く
あ
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
な
に
が
で
き
る
か
分
か
ら

な
い
が
、
助
け
を
借
り
て
が
ん
ば
り
た

い
。支
部
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、支

部
に
対
す
る
希
望
を
聞
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。（
新
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
に
は
、

午
前
中
に
行
な
わ
れ
た
支
部
長
会
議
で

の
発
言
も
含
め
た
）

総
会
終
了
後
、
３
時
45
分
か
ら
懇
親

会
を
開
い
た
。
西
村
政
晃
副
会
長
が
音

頭
を
と
っ
て
乾
杯
し
、
和
や
か
な
歓
談

を
続
け
た
。（

写
真
・
文
＝
髙
橋
重
之
）

烏
水
レ
リ
ー
フ
を
四
国
に
寄
託

贈
呈
式
行
な
わ
れ
る

来
年
４
月
に
「
烏
水
祭
」
開
催
へ

通
常
総
会
終
了
後
、
小
島
烏
水
の
レ

リ
ー
フ
を
四
国
支
部
に
寄
託
す
る
贈
呈

式
が
行
な
わ
れ
た
。尾
野
支
部
長
は
、新

支
部
長
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
「
生
誕
地

の
高
松
に
顕
彰
碑
を
建
て
た
い
」
と
語

っ
た
が
、
実
は
顕
彰
碑
に
レ
リ
ー
フ
を

埋
め
込
み
た
い
と
い
う
希
望
を
理
事
会

に
伝
え
て
い
た
。
検
討
の
結
果
、
四
国

支
部
に
寄
託
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の

日
の
贈
呈
式
と
な
っ
た
。

尾
上
会
長
は
「
烏
水
祭
の
開
催
は
支

部
総
会
で
決
定
済
み
。
顕
彰
碑
は
、
高

松
城
址
の
公
園
の
一
角
に
建
設
さ
れ
る

と
い
い
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
語
っ

た
。
レ
リ
ー
フ
は
横
38
㌢
、縦
52
㌢
、厚

さ
1
・
8
㌢
の
銅
製
。
ず
い
ぶ
ん
重
い
。

尾
野
支
部
長
は
、「
レ
リ
ー
フ
も
重
い
が
、

責
任
は
も
っ
と
重
い
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

５人の新支部長からのあいさつ
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レ
リ
ー
フ
は
一
時
、
行
方
不
明
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
昨
年
、
砂
田
定
夫

会
員
の
指
摘
で
探
し
た
と
こ
ろ
、
偶
然

に
も
上
高
地
・
山
研
の
倉
庫
に
あ
る
の

を
管
理
人
が
発
見
し
た
。
彫
刻
家
の
佐

藤
久
一
朗（
名
誉
会
員
）が
１
９
５
０
年

に
制
作
し
た
。
上
高
地
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
、

金
山
平
の
木
暮
理
太
郎
、
ま
た
六
甲
山

麓
の
藤
木
九
三
の
レ
リ
ー
フ
な
ど
を
制

作
。
槇
有
恒
、
小
西
政
継
、
植
村
直
己

ら
と
の
輝
か
し
い
活
動
記
録
を
残
し
て

い
る
。

支
部
長
会
議
開
く

25
年
度
全
国
支
部
懇
は
静
岡
で

平
成
24
年
度
第
１
回
支
部
長
会
議

が
、
通
常
総
会
に
先
立
っ
て
午
前
10
時

30
分
か
ら
日
本
山
岳
会
１
０
４
会
議
室

で
開
か
れ
た
。
全
国
31
支
部
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
支
部
の
現
況
と
24
年
度
事
業

計
画
を
報
告
し
て
も
ら
い
、
本
部
か
ら

は
会
務
報
告
、
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
活
動
状
況
な
ど
を
説
明
し
た
。

尾
上
会
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
な
か
で

「
ま
だ
決
定
で
は
な
い
」と
し
な
が
ら
も
、

名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
規
約
を

変
え
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
。
名
誉

会
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
か
ね
て
疑
問

を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
日
本
山
岳
会

は
、
同
好
の
士
の
集
ま
り
で
あ
り
、
会

員
は
平
等
、
同
格
の
立
場
で
あ
る
は
ず

だ
。
会
員
の
う
え
に
、
さ
ら
に
「
名
誉
」

を
つ
け
て
崇
め
る
こ
と
は
な
い
。
形
骸

化
し
た
規
約
を
改
め
、
た
と
え
ば
、
第

三
者
で
あ
っ
て
日
本
山
岳
会
に
多
大
な

る
貢
献
を
さ
れ
た
よ
う
な
人
を
推
薦
す

る
よ
う
に
し
た
い
な
ど
と
話
し
た
。

「
山
の
日
」
制
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

は
成
川
隆
顕
会
員
に
代
わ
っ
て
リ
ー
ダ

ー
と
な
っ
た
萩
原
浩
司
理
事
が
活
動
報

告
し
た
。
実
施
日
に
つ
い
て
全
国
支
部

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

６
月
第
１
日
曜
日
が
も
っ
と
も
多
く
、

約
７
割
を
占
め
た
。
10
月
３
日
に
全
国

「
山
の
日
」ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
開
催

す
る
。
支
部
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
は
宮
崎
紘
一
リ
ー
ダ
ー
が
、
全
国
支

部
懇
談
会
の
開
催
を
、
こ
と
し
の
千
葉

支
部
の
あ
と
、
来
年
は
静
岡
支
部
に
お

願
い
し
た
い
、
そ
の
次
に
は
埼
玉
支
部

が
手
を
挙
げ
て
い
る
、
と
話
し
た
。

 

（
文
＝
髙
橋
重
之
）

総会、支部長会議それぞれであいさつをする尾上会長

4月29日〜30日… …バハルフェスタin九重・自然観察会（80名参加）（福岡）
5月29日… 播隆祭（支部員25名参加）（富山）
5月14日〜11月26日… …分境嶺踏査山行（4回開催、延べ165名参加（東京

多摩）
5月15日〜2月19日……ハイキングセミナー（5回開催、延べ80名参加、指

導者延べ44名）（静岡）
5月22日〜23日… 海のウェストン祭支援事業（10名参加）（越後）
5月28日〜29日… 泰澄祭（福井）
7月23日、31日… 沢登り講習会（青年部）
5月22日、9月11日…第6、7回登山教室（延べ82名参加）（熊本）
11月、12月… 机上講習会4回（青年部・BC）
6月11日〜12日… 今西レリーフを守る会（京都）
7月10日… 第7回山の博覧会（山梨）
7月25日… 第54回高頭祭（支部員約60名参加）（越後）
7月9日… 第4回夏の山岳映画の夕べ（60名参加）（栃木）
9月25日… 第23回藤木祭（ハイキング23名参加）（関西）
10月16日… 第52回木暮祭（山梨）
10月29日… 第3回ヒマラヤの集い（50名参加）（栃木）
11月5日… 第27回宮崎ウェストン祭（約150名参加）（宮崎）
11月13日… 第5回秋季講演会（41名参加）（栃木）
1月21日… 岳人のつどい（80名参加）（福岡）
3月10日… …フォーラム「登山を楽しくする科学」（約210名参

加）（科学）
3月26日… 山岳映画祭（24名参加）（資料映像）
通年… …オホーツク分水嶺調査9回（延べ56名参加）（北海道）
通年… 房総半島分水嶺踏査（千葉）
通年… 近畿分水嶺踏査（関西）
通年… 登山教室（関西）
通年… …登山講座講師派遣（中国新聞社文化センター登山教

室）（12回開催、延べ1507名参加）（広島）
通年… …朝日・中日・NHK等文化センター登山教室（4期開

催）（東海）
⑷事故防止事業
6月12日… 倉ヶ岳登攀訓練（11名参加）（石川）
6月15日〜1月28日…第3〜 5回安全登山講習会（延べ200名参加）（埼玉）
12月17日〜18日… 雪上訓練（青年部）

公益社団法人  日本山岳会　平成23年度事業報告（主な事業）
平成23年4月1日〜平成24年3月31日

1．公益目的事業
⑴登山に関する文化・学術の振興事業
4月〜11月… ミニ水力発電装置運営（山研・ミニ水力発電運営）
6月… 「山岳」106年（2011年）の発行（山岳編集）
6月15日… …英文ジャーナル（Japanese…Alpine…News…vol.12）

の発行
6月4日〜5日… 第65回ウェストン祭（上高地）（信濃）
7月、2月… 海外登山助成金の審査・交付
11月5日… …第15回全国山岳博物館等連絡会議（20名参加）（資

料映像）
12月3日… 第12回秩父宮記念山岳賞〈該当者なし〉
通年… 図書室の整備・研究（図書管理・図書）
通年… …登山資料・山岳絵画の整備（延べ30名参加）（資料映

像）
通年… 「山の日」制定プロジェクトの推進
通年… 登山道調査（山岳地理）
⑵児童・青少年の育成事業
4月17日… 障害者とのふれあい登山（63名参加）（埼玉）
4月〜10月… 登山教室（京都）
5月7日… …自然観察会/小学生と高尾山ハイキング（37名参加）（東

京多摩）
7月3日、10月2日… JAC会員と一緒に登ろう（延べ55名参加）（山形）
7月24日… 青少年体験登山大会（東九州）
7月29日〜31日… …第12回自然児学校（児童16名、スタッフ25名参加）（北

海道）
7月31日〜8月1日…第14回子ども登山教室（55名参加）（宮崎）
8月1日〜15日… …上高地インタープリタ夏期集中行事（延べ36日開催、

延べ882名参加）（山の自然学研究会）
11月13日… …第18回視覚障害者支援登山大会（東九州）
秋季… 東海学生山岳連盟への支援活動（東海）
⑶スポーツ及び登山に関する教育・啓蒙事業
4月10日〜1月28日……第20〜24回講演会（水質浄化、地図、間宮林蔵な

ど）（延べ235名参加）（茨城）
4月23日〜24日… 第30回深田祭（山梨）
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7月8〜 18日… 夏の欧州アルプス山行（6名参加）（集会）
2月1日〜 14日… パタゴニア・トレッキング（23名参加）（集会）
9月10日〜 11日… クライミング集会（学生）
9月12日〜 15日… 北アルプス山行（10名参加）（集会）
10月15日〜 16日… 第27回全国支部懇談会（宮城）
10月30日… 第40回山岳史懇談会（50名参加）（図書）
11月19日… ５支部合同懇親山行（45名参加）（岐阜）
11月7日… 新入会員オリエンテーション（37名出席）（総務）
11月12日… 第48回学生部所属大学山岳部マラソン大会（学生）
12月3日… 平成23年度年次晩餐会（425名参加）（総務）
12月4日… 晩餐会記念山行（107名参加）（集会）
12月12日… 第41回山岳図書を語る夕べ（35名）（図書）
1月28日〜 29日… アイスクライミング集会（学生）
5月21日、2月18日…第28、29回図書交換会（延べ55名参加）（図書）
冬季… アイスクライミング研修会（東海）
通年… 会報『山』791号〜 802号の発行
通年… …インターネットホームページの運営（インターネッ

ト）
通年… 機関紙「木の目草の芽」を6回刊行（自然保護）
⑵海外登山等	
4月〜10月（遠征10月17日〜11月11日）… シングーチュリ登山隊2011（4名参
加）（海外）
⑶会議等…
通常総会の開催（2回）
理事会の開催（12回）
常務理事会の開催（12回）
支部長会議（2回）
支部事務局担当者会議の開催（2回）
評議員会の開催（3回）
委員長会議（3回）
日本山岳会再生プロジェクトの推進
1）新法人移行プロジェクト
公益社団法人への移行事務手続き
規程類の整備
公益会計基準を各支部・各委員会へ説明･助言

2）JAC-YOUTHプロジェクト
若い会員の入会促進を図った。
日本山岳会の将来を担うリーダーの育成を行なった。

3）支部活性化プロジェクト
四国支部の設立を働きかけ、設立準備の手助けして設立総会に参加
した。
全国支部懇親会の開催支部の調整をし24年度は千葉支部に決定し
た。
公益法人移行に伴う支部運営の問題を検討し解決策を探る。継続中
支部化の可能性のある地域の情報を分析し可能性を探った。継続中
4）ルーム検討プロジェクト
魅力あるルーム像の検討をした。

貸　借　対　照　表
平成24年3月31日現在… （単位：円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部
　1　流動資産
　　　　現金預金 45,160,559… 14,525,573… 30,634,986
　　　　未収会費 6,288,000… 4,392,000… 1,896,000
　　　　未収金 62,500… 162,500… △100,000
　　　　貯蔵品 2,085,954… 1,595,888… 490,066
　　　　流動資産合計 53,597,013… 20,675,961… 32,921,052
　2　固定資産
　　⑴基本財産
　　　　…貸付信託 5,790,000… 8,000,000… △2,210,000
　　　　…定期預金 2,210,000… 0… 2,210,000
　　　　…基本財産合計 8,000,000… 8,000,000… 0
　　⑵特定資産
　　　　秩父宮記念基金 15,200,000… 15,200,000… 0
　　　　海外登山基金 42,500,000… 58,800,000… △16,300,000
　　　　遭難防止事業基金 10,000,000… 10,000,000… 0
　　　　長期計画準備金 33,954,000… 33,954,000… 0
　　　　退職給付引当資産 3,954,500… 3,986,350… △31,850
　　　　特定資産合計 105,608,500… 121,940,350… △16,331,850
　　⑶その他固定資産
　　　　土地 86,737,705… 86,737,705… 0
　　　　建物 73,874,026… 79,345,209… △5,471,183

4月〜 5月、12月〜1月… …携帯メールで読める登山者のための天気予報
実施（指導）

12月〜2月… 雪崩研修7回（延べ90名参加）（北海道）
2月11日〜12日、3月20日… 大山冬山パトロール（延べ6名参加）（山陰）
1月28日〜29日… 雪山実地講習会1回（青年）
1月〜3月… 雪山入門教室3回（青年・学生）
⑸山岳環境保全事業
4月〜11月… 夜叉ヶ池ヤシャゲンゴロウパトロール（福井）
4月〜12月… 権現の森づくり（17回実施、延べ202名参加）（岐阜）
5月21日〜11月12日… ふるさと登山道整備事業（36名参加）（石川）
5月〜9月… 山岳レンジャー活動（山梨）
6月4日… 久住山開き清掃登山（東九州）
6月11日〜12日… 自然保護全国集会（89名参加）（自然保護・福岡）
6月12日… 大平山山開き清掃登山（約90人参加）（秋田）
6月11日、7月16日…吾妻山登山道整備（福島）
8月、9月、2月… …宮崎水源の森づくり育林活動（延べ25名参加）（宮崎）
6月、8月… 吾妻山酸ヶ平植生回復支援事業（福島）
6月〜9月… 高山植物盗掘防止事業（延べ30名参加）（北海道）
6月24日〜26日… 白神山地ブナ林再生事業（12名参加）（青森）
6月26日、9月25日…森つくりプロジェクト（延べ9名参加）（埼玉）
7月3日… 高山植物盗掘防止パトロール（約30名参加）（青森）
9月14日… 自然保護シンポジウム（26名参加）（埼玉）
10月29日〜 30日… 第15回森の勉強会（京都）
春季、秋季… 福井支部森づくり（福井）
通年… 陀羅仏小屋一般開放（京都）
通年… 森林観察道建設など「国際森林年」記念事業（東海）
通年… …大山横手道上ブナを育成する会（植樹祭5名参加）

（山陰）
通年… 高尾の森づくり（高尾の森づくりの会）
通年… 猿投の森での調査活動（東海）
通年… 藤尾の森つくり（京都）
通年… …大山頂上トイレの汚泥キャリーダウンボランティ

ア（山陰）
通年… 森林保全巡視活動（延べ660名参加）（北九州）
⑹国際交流事業
8月12日〜 18日… …日中韓学生交流登山（韓国開催、日本側12名参加）

（学生）
⑺その他目的を達成するための事業
①山岳遭難の予防と対策に関する関係団体との協議
②国内関係団体（日本山岳協会、東京都山岳連盟、日本ネパール協会、
日本ヒマラヤ協会、日本勤労者山岳連盟、日本ヒマラヤン・アドベン
チャー・トラスト、日本山岳ガイド協会、日本山岳文化学会等）との
連携
③「国際山岳年プラス10」への参加
④海外登山団体との情報交換及び機関誌の交換等
⑤国内山岳博物館・美術館との提携　
⑥「上高地山岳研究所」の運用　
⑦日本山岳会再生プロジェクトの推進
1JAC-YOUTHプロジェクト
①非会員の若者を対象とした各種の机上講習会や登山講習会を実
施した。
②地方支部の若い会員や非会員の若い登山家を対象とした支援を
実施した。
③学校山岳部の部員のスキルアップを図った。

2「山の日」制定プロジェクト
①日本山岳協会、日本勤労者山岳連盟、日本山岳ガイド協会、日
本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラストと連携し、「山の日」制定
協議会の代表幹事役として6回の会合をもった。
②「山の日」制定協議会として、リーフレットを2点発行し、広く
山の関係者に配布、「山の日」の周知に努めた。
③「岳都松本〈山岳フォーラム〉」を「山の日」制定協議会の一員とし
て後援。また実行委の構成員として参画し「山の日」をアピールした。
④当会ホームページに「山の日」に関する記事を掲載し、広報活動
に努めた。
⑤31支部に「山の日」の活動のアンケートを実施した。
⑥国会議員への働きかけを準備した。

2．共益目的事業（会員のための事業）
⑴登山、集会、施設の運用等
5月28日〜 29日… …探索山行「伊豆大島三原山で火山活動をみる」（37名参

加）（科学）
7月16日… …第4回講演会語り継ぐ日本山岳会の歴史（16名参加）（資

料映像）
6月4日〜 5日… …新入会員のための徳本峠越えとウェストン祭（12名参

加）（山研）
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科　　　　　目 当年度 前年度 増　減
　　山岳研究所減価償却費 3,813,854 3,813,854 0
　　…山岳研究所管理費 0 2,478,442 △2,478,442
　　ミニ水力発電事業費 30,000 0 30,000
　　発電装置減価償却費 171,753 171,753 0
　　海外登山補助費 550,800 1,100,000 △549,200
　　その他事業費 9,623,330 10,857,153 △1,233,823
　　支出寄付金（震災） 4,741,162 0 4,741,162
　　刊行物発送費 0 4,687,887 △4,687,887
　　事業管理費 20,294,245 0 20,294,245

事業費計 83,200,886 49,100,606 34,100,280
　管理費
　　給料手当 2,318,160 12,953,955 △10,635,795
　　臨時雇賃金 20,638 0 20,638
　　退職給付費用 29,926 563,043 △533,117
　　福利厚生費 147,812 2,209,374 △2,061,562
　　旅費交通費 159,231 278,490 △119,259
　　通信運搬費 152,751 423,517 △270,766
　　会議費 45,649 117,996 △72,347
　　什器備品費 0 227,717 △227,717
　　消耗品費 17,841 99,442 △81,601
　　修繕費 0 3,065,300 △3,065,300
　　印刷製本費 90,193 1,200,355 △1,110,162
　　光熱水量費 29,697 642,407 △612,710
　　電話料 21,966 342,780 △320,814
　　賃借料 0 1,485,000 △1,485,000
　　保険料 13,507 215,470 △201,963
　　租税公課 38,556 642,400 △603,844
　　負担金 2,400 20,000 △17,600
　　支払手数料 119,666 616,006 △496,340
　　　建物減価償却費 5,966 1,657,329 △1,651,363
　　　什器備品減価償却費 0 68,395 △68,395
　　　事務所管理費 98,401 1,638,750 △1,540,349
　　　その他管理費 28,113 1,973,223 △1,945,110
　　　雑費 102,296 1,501,173 △1,398,877

　　　管理費計 3,442,769 31,942,122 △28,499,353
経常費用計 86,643,655 81,042,728 5,600,927

　　　評価損益等調整前当期経常増減額 923,790 △14,802,356 15,726,146
　　　…評価損益等計 0 0 0

　　　当期経常増減額 923,790 △14,802,356 15,726,146
　2．経常外増減の部
　⑴経常外収益
　　　経常外収益計 0 0 0
　⑵経常外費用
　　　経常外費用計 0 0 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　指定正味財産額への振替額 △33,200,000 0 △33,200,000
　　当期一般正味財産増減額 △32,276,210 △14,802,356 △17,473,854
　　一般正味財産期首残高 313,906,872 328,709,228 △14,802,356
　　一般正味財産期末残高 281,630,662 313,906,872 △32,276,210
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　基本財産 8,000,000 0 8,000,000
　　秩父宮記念基金 15,200,000 0 15,200,000
　　遭難防止事業基金 10,000,000 0 10,000,000
　　　期指定正味財産増減額 33,200,000 0 33,200,000
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 33,200,000 0 33,200,000
Ⅲ　正味財産期末残高 314,830,662 313,906,872 923,790

注 1 …　前年度の山岳研究所管理費については、当年度においては山岳研究所
事業費として計上している。また、前年度の管理費に含まれていた各事
業の管理費用は、事業費の事業管理費等に含めている。

以上の表示方法の変更は、公益法人会計基準（平成20年基準）を適用
するために行ったものである。

　2 …　基本財産及び指定財産（秩父宮記念基金及び遭難防止事業基金）
33,200千円については昨年度末決算まで貸借対照表の一般正味財産とし
ていたが、使途が寄付者等によって指定された財産であるので、公益法
人会計基準に従って一般正味財産から指定正味財産に振り替え、表示方
法の修正を行った。

　　　　什器備品 1… 1… 0
　　　　機械装置 1,684,144… 1,855,897… △171,753
　　　　その他固定資産合計 162,295,876… 167,938,812… △5,642,936
　　　　固定資産合計 275,904,376… 297,879,162… △21,974,786
　　　　資産合計 329,501,389… 318,555,123… 10,946,266
Ⅱ　負債の部
　1　流動負債
　　　　前受金 104,000… 72,000… 32,000
　　　　預り金 10,612,227… 589,901… 10,022,326
　　　　流動負債合計 10,716,227… 661,901… 10,054,326
　2　固定負債
　　　　退職給与引当金 3,954,500… 3,986,350… △31,850
　　　　固定負債合計 3,954,500… 3,986,350… △31,850
　　　　負債合計 14,670,727… 4,648,251… 10,022,476
Ⅲ　正味財産の部
　1　指定正味財産
　　　　　　寄付金 33,200,000 0… 33,200,000
　　　　指定正味財産合計 33,200,000 0… 33,200,000
　　　　（うち基本財産への充当額） （ 8,000,000） （… 0） （ 8,000,000）
　　　　（うち特定資産への充当額） （25,200,000） （… 0） （25,200,000）
　2　一般正味財産 281,630,662… 313,906,872… △32,276,210
　　　　（うち基本財産への充当額） （… 0） （8,000,000）（△8,000,000）
　　　　（うち特定資産への充当額） （76,454,000）（117,954,000） （△41,500,000）

正味財産合計 314,830,662… 313,906,872… 923,790
負債及び正味財産合計 329,501,389… 318,555,123… 10,946,266

正味財産増減計算書
平成23年4月1日から平成24年3月31日まで… （単位：円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部
　⑴経常収益
　　　基本財産運用益
　　　　基本財産受取利息 4,371… 6,011… △1,640
　　　特定資産運用益
　　　　特定資産受取利息 41,091… 0… 41,091
　　　　受取入会金
　　　　　受取入会金 3,380,000… 2,940,000… 440,000
　　　　受取会費
　　　　　通常会費 56,885,210… 55,589,000… 1,296,210
　　　　　終身会費 72,400… 22,800… 49,600
　　　　事業収益
　　　　　広告料収益 1,569,370… 1,719,770… △150,400
　　　　　刊行物売上 86,600… 112,250… △25,650
　　　　　山研使用料収益 1,279,293… 2,068,570… △789,277
　　　　　その他事業収益 7,682,300… 1,312,440… 6,369,860
　　　　受取補助金等
　　　　　受取地方公共団体補助金 95,744… 0… 95,744
　　　　　受取地方公共団体助成金 507,000… 0… 507,000
　　　　　受取民間助成金 413,000… 0… 413,000
　　　　　受取助成金 6,813,117… 0… 6,813,117
　　　　受取寄付金
　　　　　受取寄付金 812,481… 1,342,790… △530,309
　　　　　受取寄付金（震災） 4,741,162… 0… 4,741,162
　　　　　会員寄付金 1,812,263… 0… 1,812,263
　　　……雑収益
　　　　　受取利息 3,137… 87,461… △84,324
　　　　　雑収益 1,368,906… 1,039,280… 329,626

　　経常収益計 87,567,445… 66,240,372… 21,327,073
⑵経常費用
　事業費
　　出版事業費 13,903,674 10,600,540 3,303,134
　　図書管理事業費 6,963,167 161,632 6,801,535
　　調査研究事業費 1,065,916 2,177,649 △1,111,733
　　指導研究事業費 213,709 431,686 △217,977
　　支部事業費 12,207,036 10,406,484 1,800,552
　　高尾の森づくりの会事業費 4,762,788 0 4,762,788
　　海外事業費 102,110 166,399 △64,289
　　山岳研究所事業費 4,757,342 2,047,127 2,710,215
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科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
　機械装置
　　ミニ水力発電装置 3,816,750 2,132,606 1,684,144

合　計 173,067,147 97,508,976 75,558,171

5.　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。（単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

補助金
　山の博覧会 山梨県 0 95,744 95,744 0 −
助成金
　山岳環境データベース作成 ㈶自然保護

助成基金
0 413,000 206,984 206,016 一般正味財産

　高山植物盗掘パトロール 北海道 0 414,000 414,000 0 −
　山岳レインジャー事業 山梨県 0 93,000 93,000 0 −
　猿投の森づくり （公社）国土緑

化推進機構
0 599,780 599,780 0 −

　　　　〃 （公社）国土緑
化推進機構

0 1,100,000 1,100,000 0 −

　県民の森づくり（岐阜）（公社）国土緑
化推進機構

0 353,337 353,337 0 −

　ラオス植林プロジェクト（公社）国土緑
化推進機構

0 3,000,000 3,000,000 0 −

　三宅島緑化再生プロジェクト（公社）国土緑
化推進機構

0 800,000 800,000 0 −

　高尾の森づくり（公社）国土緑
化推進機構

0 960,000 960,000 0 −

合　計 0 7,828,861 7,622,845 206,016

6.　退職給付関係
　⑴採用している退職給付制度の概要
　　確定給付型の制度として退職一時金制度を設けている。
　⑵退職給付債務及びその内訳… （単位：円）
①　退職給付債務 △3,954,500
②　会計基準変更時差異の未処理額 0
③　退職給付引当金（①＋②） △3,954,500

　⑶退職給付費用に関する事項… （単位：円）
①　勤務費用 318,358
②　会計基準変更時差異の費用処理額 0
③　退職給付費用（①＋②） 318,358

　⑷退職給付債務等の計算の基礎に関する事項
退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく期末自己都
合要支給額を基礎として計算している。

7.　その他
当社団法人は平成24年4月1日に、公益社団法人に移行し、公益社団法人日
本山岳会に名称を変更している。

附属明細書
1.　基本財産及び特定資産の明細
基本財産及び特定資産の明細については、財務諸表に対する注記2.…基本財
産及び特定資産の増減額及びその残高に記載している。

2.　引当金の明細… （単位：円）

科　　　目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 3,986,350 318,358 350,208 0 3,954,500

財産目録
平成24年3月31日現在… （単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額
（流動資産）

現金 手元保管 運転資金として 327,233
預金 振替貯金

　ゆうちょ銀行…00130-1-4829 運転資金として 2,418,674
　ゆうちょ銀行…00160-3-688239 　　　　〃 1,000,000
普通預金
　りそな銀行市ヶ谷支店 運転資金として 3,744,989
　三菱東京UFJ銀行市ヶ谷支店 　　　　〃 10,812,888
　中央三井信託銀行本店 　　　　〃 365,567
　みずほ銀行市ヶ谷支店 　　　　〃 415,329
　三井住友銀行飯田橋支店 　　　　〃 290,907
　三菱東京UFJ銀行新宿支店 　　　　〃 148,875

財務諸表に対する注記
1.　重要な会計方針

⑴有価証券の評価基準及び評価方法
基本財産の貸付信託は、個別法による原価法を採用している。

⑵棚卸資産の評価基準及び評価方法
貯蔵品は個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）
によっている。

⑶固定資産の減価償却の方法
建物及び機械装置は定額法によっている。

⑷引当金の計上基準
退職給付引当金は職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給
付債務に基づき、当期末において発生していると認められる額を計上し
ている。
なお、退職給付債務は期末自己都合要支給額に基づいて計算している。

⑸リース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース
取引引き続き通常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理を適用して
いる。

⑹消費税等の会計処理は税込方式によっている。
⑺当期は原則として公益法人会計基準（平成16年改正基準）を採用してい

るが、公益社団法人化に備えるため、一部に平成20年度基準を取り入れ
ている。
各事業別の正味財産増減計算書内訳表と特定資産（各基金等の預金）の
計上基準については、本会に備え置いている。

2. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
… （単位：円）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
　基本財産
　　貸付信託 8,000,000 0 2,210,000 5,790,000
　　定期預金 0 2,210,000 0 2,210,000

小　計 8,000,000 2,210,000 2,210,000 8,000,000
　特定資産
　　秩父宮記念基金 15,200,000 0 0 15,200,000
　　海外登山基金 58,800,000 0 16,300,000 42,500,000
　　遭難防止事業基金 10,000,000 0 0 10,000,000
　　長期計画準備金 33,954,000 0 0 33,954,000
　　退職給付引当資産 3,986,350 318,358 350,208 3,954,500

小　計 121,940,350 318,358 16,650,208 105,608,500
合　計 129,940,350 2,528,358 18,860,208 113,608,500

⑴…海外登山基金については、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関
する法律施行規則及び公益認定等ガイドラインにしたがって、当年度に
おいて、1630万円を取り崩し一般の預金に振り替えた。

⑵…長期計画準備金については、上高地山岳研究所建物など本会資産の再取
得または大修繕に備えるために保有するものであるが、当年度において
は、利用（減少）及び積み立て（増加）は行っていない。

3. 基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
… （単位：円）

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

　基本財産
　　貸付信託 5,790,000 （5,790,000） − −
　　定期預金 2,210,000 （2,210,000） − −

小　計 8,000,000 （8,000,000） − −
　特定資産
　　秩父宮記念基金 15,200,000… （15,200,000） − −
　　海外登山基金 42,500,000… − （42,500,000） −
　　遭難防止事業基金 10,000,000… （10,000,000） − −
　　長期計画準備金 33,954,000… − （33,954,000） −
　　退職給付引当資産 3,954,500… − − （…3,954,500）

小　計 105,608,500… （25,200,000） （76,454,000） …（3,954,500）
合　計 113,608,500… （33,200,000） （76,454,000） …（3,954,500）

4.　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
… （単位：円）

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
　建　物
　　事務所 50,662,465 22,325,207 28,337,258
　　上高地山岳研究所建物 118,000,000 72,463,232 45,536,768
　什器備品
　　シャープ液晶ビジョン一式 587,932 587,931 1
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貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額
　三井住友銀行飯田橋支店 　　　　〃 5,000,000
　十六銀行真砂町支店 　　　　〃 200,000
通常貯金
　ゆうちょ銀行…10070-75776321 運転資金として 47,097
定期預金
　三菱東京UFJ銀行新宿支店 運転資金として 4,800,000
　みずほ銀行市ヶ谷支店 　　　　〃 4,289,000
　三井住友銀行飯田橋支店 　　　　〃 11,300,000

未収会費 平成23年度以前の未収会費 6,288,000
未収金 62,500
貯蔵品 服飾品・その他 会員へ頒布 1,413,564

刊行物 会員・一般への頒布 672,390
流動資産合計 53,597,013

（固定資産）
　基本財産

貸付信託 中央三井信託銀行本店 公益目的保有財産であり、運用益
を管理業務に使用している。

5,790,000
定期預金 　　　　　〃 2,210,000

　特定資産
秩父宮記念基金 定期預金 公益目的保有財産であり、秩父宮家等か

ら寄贈された、長期間保有することによ
り、その運用益を秩父宮記念山岳賞の顕
彰賞金を支給するための基金である。

15,200,000
三菱東京UFJ銀行新宿支店

海外登山基金 定期預金 公益目的保有財産であり、日本山岳会
または外部団体の海外登山の助成金支
出にあてるため保有する基金である。

42,500,000
りそな銀行市ヶ谷支店

遭難防止事業基金 定期預金 公益目的保有財産であり、会員
から寄付された遭難防止事業へ
の助成金及び会員等の遭難対策
費用にあてるための基金である。

10,000,000
みずほ銀行市ヶ谷支店

長期計画準備金 定期預金
みずほ銀行市ヶ谷支店

公益目的事業・管理業務用資産の
再取得または修繕にあてるため管
理されている預金である。

33,954,000

退職給付引当資産 定期預金 職員への退職金支給に備えたもの 3,954,500
りそな銀行市ヶ谷支店

その他固定資産
土地 97.724264㎡

東京都千代田区四番町5番4
公益目的事業の登山振興事業、山岳研究
調査事業（山岳図書館）及び共益事業と
管理業務の施設として使用している。

86,737,705

建物 266.73㎡
東京都千代田区四番町5番4

公益目的事業の登山振興事業、山岳研究
調査事業（山岳図書館）及び共益事業と
管理業務の施設として使用している。

28,337,258

274.09㎡
長野県松本市安曇4469番地1

公益目的保有財産であり、山岳研究
調査事業の施設に使用している。

45,536,768

什器備品 シャープ液晶ビジョン一式 公益目的事業の登山振興事業、山岳研究
調査事業（山岳図書館）及び共益事業と
管理業務の施設として使用している。

1

機械装置 ミニ水力発電装置 公益目的保有財産であり、山岳研究 1,684,144
長野県松本市安曇4469番地1 調査事業に使用している。

固定資産合計 275,904,376
　資産合計 329,501,389

(流動負債）
前受金 会員からの前受金 平成24年度会費　9名分 104,000
預り金 支部からの預り金他 ルーム取得資金として…

支部からの預り金他
10,612,227

流動負債合計 10,716,227
(固定負債）

退職給付引当金 職員に対するもの 職員に対する退職金の支払いに備えたもの 3,954,500
固定負債合計 3,954,500

負債合計 14,670,727
正味財産 314,830,662

財産目録記載外のその他物品リスト
1．絵画

題　　名 種類・号数 作者名 掲載・保管場所
シュラギントワイト・アトラス リトグラフ シュラギントワイト兄弟 本　会
白馬岳 油−A50 中村　清太郎 大町山岳博物館
富士山麓 油−A25 茨木　猪之吉 河口湖町立美術館
田代池の白樺 油変形−6 中村　清太郎 本　会
群猿 墨絵 石井　鶴三 本　会

題　　名 種類・号数 作者名 掲載・保管場所
伊豆半島 油−10 茨木　猪之吉 松本アルプス山岳館
針の木峠より 油−10 茨木　猪之吉 本　会
徳本峠から穂高連峰 墨絵 石田　吟松 松本アルプス山岳館
初冬の両神山 油−10 茨木　猪之吉 本　会
鳥（カット原画） 墨絵 石井　鶴三 本　会
メールドグラス エッチング 本　会
モンブラン エッチング 松本アルプス山岳館
カンチェンジュンガ遠望 エッチング シュラギントワイト 本　会
ユングフラウ 油 山里　寿男 伯耆国山岳美術館
涸沢より北穂高 水彩−6 山里　寿男 松本アルプス山岳館
初夏の槍ヶ岳 油−10 中村　清太郎 本　会
カンチェンジュンガ パステル 矢崎　千代二 本　会
北穂高岳滝谷 油−25 足立　源一郎 本　会
或朝の槍ヶ岳 油−25 足立　源一郎 伯耆国山岳美術館
北穂高主峰 油−25 足立　源一郎 本　会
朝の槍ヶ岳 油−P8 足立　源一郎 本　会
タンボチェの僧院 水彩−4 清野　恒 松本アルプス山岳館
シェルパニの親子 水彩−4 清野　恒 松本アルプス山岳館
冬の山（清太山） 墨絵 近藤　茂吉 松本アルプス山岳館
梓川秋色 油−12 後藤　三男 本　会
早朝の上高地山岳研究所 版画−8 松田　敏男 上高地山岳研究所
旧上高地山岳研究所 水彩−10 松田　敏男 上高地山岳研究所
焼岳秋趣 版画−8 鈴木　正俊 伯耆国山岳美術館
ナムチャバルワ峰暮色 油−10 神原　忠夫 伯耆国山岳美術館
白馬雪田 日本画 丸山　晩霞 本　会
上高地秋景 油−F20 後藤　三男 上高地山岳研究所
マチャプチャレ 油−20 武井　清 本　会
朝霧 水彩−8 越智　英夫 本　会
白樺の林 油−6 茨木　猪之吉 本　会
麓春 油−P50 倉員　辰雄 本　会
ヒマラヤダージリンにて 油−F4 上野　春香 伯耆国山岳美術館
タムセルク 油−30 武井　清 本　会
安曇野の春 油−30 後藤　三男 松本アルプス山岳館
ヒマラヤの古都 油−30 藤江　幾太郎 本　会
アルバータ 油−6 レオン・アマン 本　会
ケルン 油−6 金光　義朗 上高地山岳研究所
山 油−6 辰沼　広吉 本　会
アルバータとピッケル 水彩 カナダ山岳会 本　会
題名不詳　24枚 油−10 茨木　猪之吉 本　会
題名不詳　…8枚 油−6 茨木　猪之吉 本　会
題名不詳　12枚 水彩 茨木　猪之吉 本　会
スケッチブック 32冊 茨木　猪之吉 本　会
ロンブクよりエベレスト 版画 Ｈ．ソマベル 大町山岳博物館
白馬残照 版画 鈴木　正俊 本　会
穂高連峰 版画 小暮　真望 本　会
安曇野と常念岳 版画 小暮　真望 本　会
尾瀬と燧ヶ岳 版画 小暮　真望 本　会
谷川岳 版画 小暮　真望 本　会
シダンゴ山　晩秋 版画 鈴木　正俊 本　会
檜洞丸山荘 版画 鈴木　正俊 本　会
世界の名山36峰ペン画集 ペン画 牧　潤一 本　会
（他の絵画，写真　省略）

2．図　書

和　書 平成23年度受入冊数 196冊 蔵書計 12,079冊
洋　書 平成23年度受入冊数 18冊 蔵書計 3,876冊

3．フィルム・ビデオ

フィルム 15点 「マナスルに立つ」　他
ビデオ 296点 「ナンダ・コート征服」　他
ＤＶＤ 67点 「エヴェレスト征服」　他
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５
月
26
日
、
プ
ロ
登
山
家
の
竹
内
洋

岳
さ
ん
が
ダ
ウ
ラ
ギ
リ（
８
１
６
７
㍍
）

に
登
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
竹
内
さ
ん
は

８
０
０
０
㍍
峰
14
座
す
べ
て
に
登
頂
し
、

日
本
人
初
の
記
録
を
作
っ
た
。

竹
内
さ
ん
の
最
初
の
８
０
０
０
㍍

峰
は
、
１
９
９
５
年
の
マ
カ
ル
ー
東
稜
。

日
本
山
岳
会
隊
に
参
加
。
下
部
は
初
登

攀
で
あ
り
、
長
く
厳
し
い
登
山
だ
っ
た
。

翌
年
に
は
エ
ベ
レ
ス
ト
、
Ｋ
２
に
立
て

つ
づ
け
に
登
頂
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
０
１
年

の
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
。
ド
イ
ツ
人

登
山
家
ラ
ル
フ
・
ド
ゥ
イ
モ
ビ
ッ
ツ
さ

ん
が
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
す
る
公
募
隊
に
参

加
し
た
こ
と
が
、
以
後
の
竹
内
さ
ん
の

登
山
に
大
き
く
影
響
し
た
。
以
来
、
ラ

ル
フ
さ
ん
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
女
性
の

ガ
リ
ン
ダ
・
カ
ー
ル
セ
ン
ブ
ラ
ウ
ナ
ー

さ
ん
が
主
だ
っ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、

日
本
人
に
限
ら
ず
各
国
の
ク
ラ
イ
マ
ー

と
チ
ー
ム
を
組
み
な
が
ら
、
少
人
数
で
、

酸
素
ボ
ン
ベ
や
シ
ェ
ル
パ
を
使
用
し
な

い
な
る
べ
く
シ
ン
プ
ル
な
ス
タ
イ
ル
で

の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
続
け
た
。

06
年
も
ま
た
、
振
り
返
る
と
節
目
の

年
で
あ
っ
た
。
３
月
に「
プ
ロ
宣
言
」を

す
る
。
さ
ら
に
6
座
の
８
０
０
０
㍍
峰

を
登
っ
て
、
14
座
を
コ
ン
プ
リ
ー
ト
す

る
と
記
者
会
見
で
語
っ
た
の
だ
。
プ
ロ

登
山
家
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
、
集
ま
っ
た
マ
ス

コ
ミ
陣
の
理
解
は
お
そ
ら
く
浅
か
っ
た

だ
ろ
う
し
、
山
仲
間
た
ち
に
も
伝
わ
り

に
く
か
っ
た
か
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
伝
わ
り
に

く
か
っ
た
の
は
い
わ
ゆ
る
登
山
界
だ
け

で
あ
り
、
一
般
社
会
に
は
す
ん
な
り
と
、

「
プ
ロ
の
登
山
家
と
い
う
の
が
い
る
の

か
」
と
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

プ
ロ
宣
言
を
し
た
翌
年
夏
の
ガ
ッ

シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
で
、
大
規
模
な
雪
崩

に
巻
き
込
ま
れ
、
九
死
に
一
生
を
得
た
。

腰
椎
破
裂
骨
折
の
重
傷
を
負
い
生
命
の

危
機
に
陥
っ
た
が
、
居
合
わ
せ
た
各
国

の
登
山
隊
が
協
力
し
レ
ス
キ
ュ
ー
を
し

て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
奇
跡
的
に
生

還
。
こ
の
と
き
の
こ
と
を
竹
内
さ
ん
は

「
山
で
新
た
な
生
命
を
与
え
ら
れ
た
」と

い
う
が
、
ま
さ
に
死
の
縁
を
さ
ま
よ
い

な
が
ら
、
各
国
の
登
山
者
、
そ
の
後
の

山
仲
間
や
医
師
た
ち
が
命
の
リ
レ
ー
を

し
、
彼
を
救
っ
た
。
事
故
当
時
、
登
山

へ
の
復
帰
の
道
程
を
見
据
え
て
い
た
の

は
、
竹
内
さ
ん
本
人
だ
け
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
ケ
ガ

だ
っ
た
。
筆
者
は
、
帰
国
直
後
に
病
院

で
面
会
し
た
さ
い
に
、
早
く
も
彼
が
来

年
の
登
山
、
次
の
山
に
つ
い
て
語
る
の

を
聞
き
、
そ
の
表
情
に
驚
い
た
こ
と
を

よ
く
覚
え
て
い
る
。
人
生
を
変
え
る
よ

う
な
大
き
な
こ
と
や
、
一
生
を
左
右
す

る
よ
う
な
出
来
事
が
あ
る
と
、
人
の
顔

と
い
う
の
は
変
わ
る
の
だ
と
、
思
っ
た
。

到
底
先
が
見
え
な
い
よ
う
な
な
か
、
竹

内
さ
ん
は
手
術
後
に
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
、

翌
年
に
は
ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
に
戻

っ
た
。

こ
れ
ま
で
日
本
に
は
14
座
を
目
前

に
し
、
10
座
目
で
命
を
落
と
し
た
登
山

家
が
３
人
い
た
。「
10
座
目
の
壁
」
と
言

わ
れ
た
ジ
ン
ク
ス
に
、
竹
内
さ
ん
自
身

も
足
を
す
く
わ
れ
な
が
ら
も
、
自
ら
這

い
上
が
っ
た
。

08
年
の
ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
登

頂
の
あ
と
は
継
続
し
て
、
ブ
ロ
ー
ド
ピ

ー
ク
に
も
登
頂
。
そ
の
後
、
ロ
ー
ツ
ェ
、

チ
ョ
・
オ
ユ
ー
に
登
頂
し
、
今
年
が
14

座
目
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
と
な
っ
た
の
だ
。

パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
チ
ョ
・
オ
ユ
ー
か
ら

一
緒
に
登
っ
て
い
る
中
島
ケ
ン
ロ
ウ
さ

ん
。
中
島
さ
ん
は
竹
内
さ
ん
の
登
山
を

記
録
す
る
た
め
に
、
ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ

と
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
も
持
参
し
た
。

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
は
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

か
ら
キ
ャ
ン
プ
１
ま
で
の
ル
ー
ト
上
に
、

落
石
や
雪
崩
に
よ
る
外
的
危
険
が
と
て

も
多
い
。
そ
の
た
め
、
ふ
た
り
は
ア
イ

ラ
ン
ド
ピ
ー
ク
で
高
所
順
応
を
す
る
こ

と
に
し
た
。
ア
イ
ラ
ン
ド
ピ
ー
ク
は
各

国
の
公
募
隊
で
に
ぎ
わ
う
山
で
あ
る
が
、

彼
ら
は
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
の
脇
を
ぐ

い
ぐ
い
と
登
り
、
６
１
６
０
㍍
の
山
頂

に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
１
泊
。
こ
れ
を
高

所
順
応
活
動
と
し
た
。

そ
の
後
カ
ト
マ
ン
ズ
に
戻
り
休
養

し
た
の
ち
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
ダ
ウ
ラ

ギ
リ
Ｂ
Ｃ
に
入
る
。
悪
路
通
過
は
最
低

限
に
し
よ
う
と
、
高
所
順
応
は
Ｃ
２
ス

テ
イ
、
そ
の
際
に
６
8
０
０
㍍
付
近
ま

で
タ
ッ
チ
し
た
１
回
に
限
ら
れ
た
。
そ

の
後
、
Ｂ
Ｃ
で
休
養
と
天
候
待
ち
を
し
、

サ
ミ
ッ
ト
プ
ッ
シ
ュ
に
入
る
。

順
調
に
Ｃ
１
、
Ｃ
２
と
進
む
が
、
Ｃ

２
上
部
で
、
高
所
順
応
が
不
十
分
で
あ

っ
た
中
島
さ
ん
は
下
山
。
Ｃ
１
で
竹
内

さ
ん
の
帰
還
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｃ
２
か
ら
は
ひ
と
り
と
な
っ
た
竹

内
さ
ん
で
あ
る
が
、
同
日
に
サ
ミ
ッ
ト

プ
ッ
シ
ュ
を
予
定
し
て
い
た
チ
ー
ム
が

も
う
ひ
と
つ
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
人
女

竹
内
洋
岳
さ
ん
、ダ
ウ
ラ
ギ
リ
登
頂
。

８
０
０
０
㍍
峰
14
座
コ
ン
プ
リ
ー
ト

ト
ピ
ッ
ク
ス
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性（
酸
素
ボ
ン
ベ
使
用
）と
シ
ェ
ル
パ
の

ふ
た
り
組
だ
。
25
日
未
明
、
Ｃ
３
か
ら

ひ
と
り
で
山
頂
へ
向
か
っ
た
。
ラ
ッ
セ

ル
に
苦
し
め
ら
れ
、
な
か
な
か
先
へ
進

ま
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
ア
メ
リ
カ
人

女
性
達
が
追
い
つ
き
、
ラ
ッ
セ
ル
を
交

代
。
結
果
、
彼
ら
は
竹
内
さ
ん
よ
り
１

〜
２
時
間
ほ
ど
早
く
登
頂
し
下
降
。
ダ

ウ
ラ
ギ
リ
の
山
頂
は
、
竹
内
さ
ん
ひ
と

り
と
な
っ
た
。

強
風
吹
き
す
さ
ぶ
な
か
、
山
頂
の
岩

稜
部
に
達
し
た
。
衛
星
電
話
を
使
っ
て

音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ブ
ロ
グ
に
ア
ッ
プ

し
よ
う
と
試
み
た
が
、
電
波
が
入
ら
な

か
っ
た
た
め
、
す
ぐ
に
下
山
。
ル
ン
ゼ

に
入
っ
て
風
を
よ
け
る
と
、
無
線
が
通

じ
、
Ｂ
Ｃ
へ
登
頂
を
報
せ
た
。

Ｃ
３
か
ら
山
頂
ま
で
17
時
間
を
要

し
て
お
り
、
す
で
に
と
き
は
遅
か
っ
た
。

暗
闇
で
い
よ
い
よ
下
降
ル
ー
ト
が
定
か

で
な
く
な
っ
た
こ
ろ
、
竹
内
さ
ん
は
ビ

バ
ー
ク
を
決
め
る
。
標
高
７
５
２
０
㍍

地
点
、
過
去
の
登
山
隊
が
Ｃ
４
と
し
て

使
っ
た
跡
地
だ
っ
た
。

こ
の
時
の
模
様
は
、
竹
内
さ
ん
の
ブ

ロ
グ
（http://w

eblog.hochi.co.jp/
takeuchi/

）
で
逐
一
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
Ｂ
Ｃ
を
経
由
し
て
日
本
に
届
く
情

報
が
ア
ッ
プ
さ
れ
た
か
ら
だ
。
ま
た
竹

内
さ
ん
が
、
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
を
用
い
て
現
在
地
情
報
を
即
時
に

ネ
ッ
ト
上
に
表
示
で
き
る
端
末
を
持
参

し
て
い
た
た
め
、
彼
の
現
在
地
が
つ
ね

に
、
ブ
ロ
グ
に
あ
る
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ

上
に
記
さ
れ
て
い
た
。

ス
ポ
ッ
ト
の
動
き
が
ぴ
た
り
と
止

ま
り
、
ビ
バ
ー
ク
に
入
る
こ
と
が
Ｂ
Ｃ

経
由
で
ブ
ロ
グ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
、
見
る

側
に
は
緊
張
感
が
走
っ
た
。
し
か
し
当

の
本
人
は
そ
れ
ほ
ど
危
機
感
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。「
思
い
の
ほ
か
、
暖
か

か
っ
た
ん
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
。
ま

た
、
中
島
さ
ん
が
Ｃ
１
で
待
機
し
て
い

る
こ
と
も
大
き
な
サ
ポ
ー
ト
と
な
っ
た
。

全
体
的
に
は
暖
か
く
感
じ
て
い
た

気
温
も
、夜
中
に
な
る
と
冷
え
込
む
。岩

陰
で
の
ビ
バ
ー
ク
で
あ
っ
た
が
、
と
き

お
り
襲
っ
て
く
る
地
吹
雪
に
、
竹
内
さ

ん
は
ひ
と
り
「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」
と
叫
び
、

気
を
紛
ら
わ
し
て
い
た
。
温
か
っ
た
は

ず
の
テ
ル
モ
ス
の
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
は

凍
り
つ
き
、
水
分
を
取
る
こ
と
も
で
き

な
か
っ
た
。

27
日
あ
た
り
が
白
み
始
め
た
頃
、
下

山
を
再
開
。
中
島
さ
ん
も
Ｃ
１
か
ら
駆

け
上
が
る
よ
う
に
、
上
部
を
目
指
し
て

い
た
。
竹
内
さ
ん
は
Ｃ
３
で
仮
眠
を
取

り
、
そ
の
後
Ｃ
３
下
部
に
て
中
島
さ
ん

と
合
流
。
一
気
に
Ｂ
Ｃ
ま
で
下
山
し
た
。

＊

と
こ
ろ
で
、
竹
内
さ
ん
の
登
山
は
ダ

ウ
ラ
ギ
リ
で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
愉
し
さ
を
知
り
、
大

好
き
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
登
り
続
け
た
結
果

で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
通
過
点
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
、
頂
上
を

後
に
し
下
り
な
が
ら
、
次
の
山
を
考
え

た
。
数
年
前
マ
ナ
ス
ル
に
登
頂
し
た
お

り
、
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
隊
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
日
下
田
實
さ
ん
と
対
談
し
、
下

山
中
に
何
を
考
え
る
か
と
い
う
話
で
、

ふ
た
り
は「
次
な
る
山
」に
ほ
か
な
ら
な

い
と
一
致
し
話
が
弾
ん
で
い
た
。
山
が

好
き
な
人
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
も

の
だ
。
Ｂ
Ｃ
に
下
り
て
き
て
、
カ
ト
マ

ン
ズ
で
装
備
の
後
片
付
け
を
し
な
が
ら
、

竹
内
さ
ん
は
来
年
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
。

一
方
で
、
プ
ロ
登
山
家
と
し
て
は
今

後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く

の
だ
ろ
う
か
。06
年
の
プ
ロ
宣
言
で
、竹

内
さ
ん
は
い
わ
ば
、
後
戻
り
で
き
な
い

と
こ
ろ
へ
と
自
分
を
追
い
込
ん
だ
。
本

人
曰
く
「
這
い
つ
く
ば
っ
て
で
も
登
る

覚
悟
」
だ
っ
た
と
い
う
。

自
分
の
登
山
を
自
身
の
範
囲
に
と

ど
め
ず
、社
会
へ
の
波
及
を
考
え
た
。登

山
と
い
う
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
が
日
本
に

根
づ
い
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、
竹
内

さ
ん
の
考
え
て
い
る
こ
と
だ
。

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
後
に
開
催
さ
れ
た
カ

ト
マ
ン
ズ
ツ
ア
ー
は
そ
の
布
石
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
長
年
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
に
通
い
な
が
ら
も
、
彼
ほ
ど
ネ
パ
ー

ル
に
詳
し
い
人
は
少
な
い
。
歴
史
に
も

現
代
的
テ
ー
マ
に
も
精
通
し
て
い
た
。

参
加
者
た
ち
は
竹
内
さ
ん
に
接
す
る
な

か
で
、
大
い
な
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
て
い
た
。
彼
ら
の
今
後
の
登

山
も
そ
し
て
人
生
も
変
え
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
ほ
ど
竹
内
さ
ん

の
個
性
は
強
烈
で
あ
り
、
み
な
が
自
分

を
見
つ
め
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

プ
ロ
登
山
家
と
い
う
の
は
自
身
が

山
に
登
り
、
そ
れ
を
表
現
で
き
、
さ
ら

に
は
こ
う
や
っ
て
他
者
に
影
響
を
与
え

ら
れ
る
人
な
の
だ
と
、
そ
の
凄
さ
を
ま

ざ
ま
ざ
と
見
た
。

竹
内
さ
ん
は
「
た
っ
た
14
の
山
に
登

っ
た
だ
け
、
ほ
か
に
も
い
い
山
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
」
と
言
う
。
彼
の
好
奇

心
や
山
へ
の
思
い
が
積
み
重
ね
ら
れ
、

社
会
へ
向
け
た
表
現
活
動
に
も
な
っ
て

い
く
。
竹
内
さ
ん
の
プ
ロ
登
山
家
と
し

て
の
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
が
ま
す
ま
す

楽
し
み
だ
。…

（
柏 

澄
子
）

竹
内
さ
ん
、
中
島
さ
ん
と
も
当
会
会
員
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
た
び
の
登
山
を
読
者
の
皆
さ

ん
に
も
お
伝
え
し
た
く
、
記
事
を
作
り
ま
し
た
。
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お
、
骨
盤
コ
ル
セ
ッ
ト
は
処
方
に
基
づ

く
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
と
の
こ
と
。

④
5
月
Ｇ
Ｗ
北
ア
ル
プ
ス
で
の
遭
難
を

考
え
る
―
―
低
体
温
症
、
そ
の
時
何
が

で
き
る
か

福
岡
県
の
登
山
者
７
名
が
、
今
年
5

月
４
日
に
白
馬
や
穂
高
で
遭
難
死
し
た

事
故
を
う
け
、
低
温
環
境
の
登
山
を
研

究
し
て
い
る
小
野
寺
昇
氏
（
川
崎
医
療

福
祉
大
学
）
の
司
会
の
も
と
緊
急
に
開

催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
今
年
の
Ｇ
Ｗ
の
気
象
状
況
と

当
日
も
含
め
た
事
故
前
後
の
白
馬
岳
の

様
子
が
示
さ
れ
、
二
つ
玉
低
気
圧
の
通

過
が
あ
っ
た
も
の
の
、
登
山
口
で
は
晴

天
で
あ
り
薄
着
で
汗
を
か
き
な
が
ら
登

る
状
況
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
次
い
で
、
穂
高
の
事
故
の
生
存
者

の
稲
永
雅
利
氏
が
、
ビ
バ
ー
ク
中
に
低

体
温
症
に
て
意
識
を
失
っ
て
い
く
生
々

し
い
証
言
が
あ
っ
た
。
一
方
、
稲
永
氏

の
パ
ー
テ
ィ
の
救
助
に
あ
た
っ
た
穂
高

岳
山
荘
の
宮
田
八
郎
氏
か
ら
、
短
時
間

で
低
体
温
症
が
進
行
し
要
救
助
者
が
意

識
を
失
っ
て
い
く
様
子
や
、
吹
雪
の
夜

間
、
岩
稜
地
帯
で
の
緊
迫
し
た
救
助
活

動
の
報
告
も
な
さ
れ
た
。
最
後
に
国
際

認
定
山
岳
医
で
あ
る
梶
谷
博
よ
り
、
低

体
温
症
の
病
態
と
対
応
に
つ
い
て
の
講

義
が
あ
っ
た
。…

（
梶
谷
博
）

山
医
学
を
登
山
者
に
還
元
す
る
―
―
登

山
Ｑ
＆
Ａ
」
で
あ
り
、
以
下
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
。

①
登
山
と
生
活
習
慣
病
と
の
関
わ
り

ア
ジ
ア
高
地
で
の
研
究
が
専
門
の

奥
宮
清
人
氏
（
総
合
地
球
環
境
学
研
究

所
）
よ
り
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
を
抱
え

て
い
る
中
高
年
者
が
登
山
す
る
場
合
の

注
意
点
、
登
山
に
よ
る
生
活
習
慣
の
改

善
な
ど
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
氏
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る

ヒ
マ
ラ
ヤ
高
地
住
民
の
生
活
習
慣
の
変

化
に
伴
う
生
活
習
慣
病
の
増
加
と
そ
の

対
応
に
つ
い
て
も
併
せ
て
紹
介
さ
れ
た
。

②
山
を
快
適
に
歩
く

講
師
は
数
々
の
著
作
が
あ
る
柏
澄

子
氏
。ゆ
っ
く
り
歩
き
始
め
る
こ
と
、歩

く
姿
勢
や
体
重
移
動
の
注
意
、
休
憩
や

水
分
、
食
事
の
と
り
か
た
、
登
山
靴
の

選
び
方
な
ど
、
実
際
的
で
有
益
な
解
説

が
な
さ
れ
た
。

③
登
山
と
腰
痛
・
膝
痛

整
形
外
科
専
門
医
の
北
野
喜
行
氏

が
、
登
山
に
お
け
る
腰
痛
・
膝
痛
に
つ

い
て
解
説
。
骨
盤
コ
ル
セ
ッ
ト
、
機
能

性
タ
イ
ツ
、
膝
サ
ポ
ー
タ
、
足
底
版
の

使
い
方
を
工
夫
し
、
ス
ト
ッ
ク
は
ダ
ブ

ル
で
使
う
な
ど
、
自
身
が
高
齢
と
な
り

登
山
に
よ
る
腰
痛
・
膝
痛
の
経
験
に
基

づ
い
た
実
践
的
な
講
話
で
あ
っ
た
。
な

６
月
16
〜
17
日
に
福
岡
県
福
岡
市

で
、
第
32
回
日
本
登
山
医
学
会
学
術
集

会
（
斉
藤
篤
司
会
長
）
が
開
催
さ
れ
た
。

16
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
1
「
登
山
に

お
け
る
3
低
条
件
下
の
運
動
生
理
」
で

は
、「
低
圧
低
酸
素
」、「
低
温
」、「
低
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
へ
の
対
処
方
法
を
浅
野
勝

己
先
生
、
小
野
寺
昇
先
生
、
山
本
正
嘉

先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
く
れ
た
。

同
日
昼
前
の
特
別
講
演
で
は
鈴
井

正
敏
先
生
が
「
運
動
が
免
疫
を
司
る
ナ

チ
ュ
ラ
ル
・
キ
ラ
ー
細
胞
に
与
え
る
影

響
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
た
。

午
後
の
教
育
講
演
で
は
根
上
優
先

生
が「
現
代
登
山
事
情
を
斬
る
」と
い
う

講
演
を
行
な
っ
た
。

17
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
「
高
山
病

に
な
る
人
な
ら
な
い
人
」
で
は
、
山
本

武
巳
先
生
が
低
酸
素
曝
露
時
に
ア
ル
ド

ス
テ
ロ
ン
分
泌
量
の
増
加
す
る
人
は
急

性
高
山
病
に
な
り
や
す
い
と
の
発
表
、

ま
た
高
所
順
応
の
指
標
と
し
て
夜
間
の

尿
量
と
ｐ
Ｈ
の
測
定
を
推
奨
し
、
野
口

い
づ
み
先
生
は
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の
使
用

が
高
所
で
の
夜
間
睡
眠
時
無
呼
吸
を
軽

症
化
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
、
安

藤
隼
人
先
生
は
常
圧
低
酸
素
室
で
安
全

に
低
酸
素
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
こ

と
を
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
斉
藤
会
長
自
ら
演
者
と
な
っ

た
16
日
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

プ
レ
ハ
イ
ド
レ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
に

つ
き
説
明
し
て
く
れ
た
。

上
記
の
講
演
は
非
常
に
専
門
的
か

つ
実
践
的
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
た

が
、
一
般
演
題
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
終

了
後
に
若
い
演
者
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
自
然
科
学

に
対
す
る
興
味
を
共
有
す
る
者
同
士
の

話
し
合
い
は
、
非
常
に
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
提
供
し
て
く
れ
た
。

学
術
集
会
の
詳
細
に
つ
い
て
情
報

を
得
た
い
方
は
、
来
年
初
め
に
刊
行
さ

れ
る
日
本
登
山
医
学
会
誌『
登
山
医
学
』

32
号
の
ご
購
入
を
。
来
年
開
催
の
第
33

回
学
術
集
会
で
も
購
入
可
能
で
す
。

（
上
小
牧
憲
寛
）

二
日
目
午
後
に
は
登
山
を
愛
好
す

る
一
般
市
民
を
対
象
に
市
民
公
開
講
座

が
行
な
わ
れ
た
。
比
較
的
大
き
な
会
場

で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
満
席
に
近
い

よ
う
に
見
え
た
。

今
回
の
公
開
講
座
の
テ
ー
マ
は
「
登

ト
ピ
ッ
ク
ス

第
32
回
日
本
登
山
医
学
会
学
術
集
会
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0２
年
国
際
山
岳
年（
Ｉ
Ｙ
Ｍ
）か
ら

10
年
が
経
過
し
た
い
ま
、６
月
23
・
24
日

に
国
際
山
岳
年
プ
ラ
ス
10
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム「
み
ん
な
で
山
を
考
え
よ
う
」が
日
本

大
学
文
理
学
部
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。

23
日
は
、
学
部
長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
、

田
部
井
淳
子
実
行
委
員
長
（
元
Ｉ
Ｙ
Ｍ

日
本
委
員
会
委
員
長
）
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
、梁
洛
輝
博
士
（
国
連
大
）
の
あ

い
さ
つ
で
始
ま
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
変
化
す
る
社
会

と
山
岳
住
民
の
適
応
）
で
は
、
ヘ
ル
マ

ン
・
ク
ロ
イ
ツ
マ
ン
（
ベ
ル
リ
ン
自
由

大
）
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
パ
ミ
ー
ル
に

至
る
地
域
の
諸
問
題
に
つ
い
て
外
観
し
、

落
合
康
浩
・
水
嶋
一
雄
（
日
大
）
は
、
パ

ミ
ー
ル
か
ら
カ
ラ
コ
ラ
ム
に
か
け
て
の

ワ
ヒ
民
族
の
社
会
変
化
を
紹
介
。
白
坂

蕃
（
帝
京
大
）
は
中
国
・
雲
南
省
に
お
け

る
焼
畑
の
衰
退
と
ゴ
ム
栽
培
へ
の
移
行

に
つ
い
て
述
べ
た
。
渡
辺
和
之
（
立
命

館
大
）
は
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
移

牧
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
論
じ
た
。

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷

河
湖
決
壊
洪
水
の
脅
威
）
で
は
、
岩
田

修
二
（
東
京
都
立
大
・
名
誉
教
授
）
と
小

森
次
郎（
平
成
帝
京
大
）が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

Ｊ
Ｓ
Ｔ
に
よ
る
ブ
ー
タ
ン
王
国
の
氷
河

湖
決
壊
洪
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
。

檜
垣
大
助（
弘
前
大
）は
ネ
パ
ー
ル
と
ブ

ー
タ
ン
で
の
長
期
滞
在
経
験
に
基
づ
き
、

水
に
起
因
し
た
災
害
に
も
っ
と
若
い
人

が
興
味
を
も
つ
よ
う
訴
え
た
。
藁
谷
哲

也
（
日
大
）
は
カ
ラ
コ
ラ
ム
・
ハ
イ
ウ
ェ

ー
を
遮
断
し
た
大
規
模
崩
壊
発
生
の
瞬

間
の
動
画
を
紹
介
し
た
の
ち
、
ダ
ム
湖

の
発
達
に
つ
い
て
論
じ
た
。

24
日
は
、
第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
災
害

と
山
の
生
活
―
―
東
日
本
大
震
災
を
中

心
に
）。田
口
洋
美（
東
北
芸
術
工
科
大
）

は
、
人
口
減
少
時
代
が
も
た
ら
す
問
題

を
受
け
止
め
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
述
べ
た
。
和
泉
功（
福
島
登
高
会
）は
、

山
の
放
射
能
汚
染
が
登
山
活
動
に
悪
影

響
を
与
え
て
い
る
が
、
多
く
の
デ
ー
タ

か
ら
東
北
の
山
が
危
険
で
は
な
い
と
述

べ
た
。
宮
地
忠
幸
（
国
士
舘
大
）
は
、原

発
の
被
害
に
苦
し
む
阿
武
隈
高
地
の
農

村
の
復
興
へ
の
若
者（
学
生
）の
力
に
期

待
を
寄
せ
た
。
飯
田
肇
（
立
山
カ
ル
デ

ラ
砂
防
博
物
館
）
は
、
豪
雨
が
も
た
ら

す
土
石
流
や
土
砂
崩
れ
に
つ
い
て
紹
介

し
、
３
・
11
の
地
震
に
よ
っ
て
「
山
」
が

緩
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
。

第
４
セ
ッ
シ
ョ
ン（
山
と
人
と
安
全
）

は
ふ
た
つ
の
基
調
講
演
が
あ
っ
た
。
村

越
真
（
静
岡
大
）
は
、山
岳
遭
難
デ
ー
タ

に
は
登
山
者
数
に
加
え
て
山
菜
採
り
の

人
の
数
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意

し
、
そ
の
う
え
で
登
山
者
に
つ
い
て
の

分
析
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強

調
し
た
。
山
本
正
嘉（
鹿
屋
体
育
大
）は
、

中
高
年
登
山
者
の
体
力
の
弱
点
が
脚
力

と
心
肺
能
力
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

こ
れ
ら
を
改
善
し
な
け
れ
ば
事
故
の
軽

減
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
述
べ
た
。

第
５
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
山
の
自
然
保
護

―
―
問
題
点
と
こ
れ
か
ら
）
で
は
、
泉

山
茂
之（
信
州
大
）が
シ
カ
の
行
動
圏
を

示
し
、
シ
カ
が
高
山
帯
の
生
態
系
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
述
べ
た
。

ト
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
明
治
大
）
は
、
外

国
人
登
山
者
が
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、

日
本
に
は「
外
国
人
の
目
線
」に
た
っ
た

対
応
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
佐
野

充（
日
大
）は
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
た
１
９
９
４
年
以
降
の
活
動
を

紹
介
し
た
。
椎
名
宏
子
（
東
京
都
山
岳

連
盟
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
は
至
仏
山
東
面
登
山
道
、
シ

カ
、
移
入
種
、
管
理
問
題
を
と
り
あ
げ

た
。
穂
刈
康
治
（
槍
ヶ
岳
観
光
）
は
、登

山
道
の
維
持
管
理
と
ト
イ
レ
の
改
善
に

つ
い
て
述
べ
た
。
愛
甲
哲
也（
北
大
）は
、

環
境
省
が
議
論
し
て
い
る
自
然
公
園
に

お
け
る
施
設
整
備
に
つ
い
て
紹
介
。

最
後
に
渡
辺
悌
二
（
北
大
）
が
総
括

し
、成
川
隆
顕
が
「
山
の
日
」
制
定
に
向

け
た
活
動
に
つ
い
て
述
べ
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
実
行
委
員
長
・
吉
野
正
敏
（
筑
波

大
名
誉
教
授
・
元
Ｉ
Ｙ
Ｍ
日
本
委
員
会

特
別
顧
問
）
の
あ
い
さ
つ
で
閉
会
。

ま
た
Ｈ
Ａ
Ｔ-

Ｊ
と
カ
ト
マ
ン
ズ
の

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
写
真
パ

ネ
ル
を
提
供
し
、「
ヒ
マ
ラ
ヤ
―
―
変
わ

り
ゆ
く
景
観
」
展
を
2
日
間
に
わ
た
っ

て
開
い
た
。…

（
渡
辺
悌
二
）

イ
ベ
ン
ト
報
告

国
際
山
岳
年
プ
ラ
ス
10
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
み
ん
な
で
山
を
考
え
よ
う
」報
告
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会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北

尾
瀬
の
国
有
化
を
積
極
的
に

田
村
義
彦

『
山
』
５
月
（
８
０
４
）
号
の
「
会
務
報

告
」
を
読
ん
で
、
山
岳
６
団
体
で
環
境

大
臣
へ
尾
瀬
国
有
化
の
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

要
望
書
の
全
文
は
掲
載
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、「
東
電
が
尾
瀬
を
売
却
す
る

際
に
は
国
有
化
を
要
望
す
る
も
の
」
と

要
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
筆
者

の
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
東
電
が
尾
瀬

を
売
却
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
際
、
国
は
国
有
化
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
従
来
、
国
は
尾
瀬
を
国

立
公
園
に
指
定
す
る
だ
け
で
、
維
持
管

理
の
多
く
を
東
電
の
負
担
に
頼
っ
て
き

た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
国
の
責
任
放
棄
で
あ
り
、一
方
、東

電
は
経
費
負
担
を
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
環
境
省
は
尾
瀬
の
重
要
性

を
再
確
認
し
て
、
２
０
０
７
年
に
隣
接

す
る
日
光
国
立
公
園
か
ら
分
離
独
立
さ

せ
ま
し
た
。
評
価
す
べ
き
で
す
が
、
尾

瀬
国
立
公
園
全
体
の
約
４
割
、
特
別
保

護
地
区
の
約
７
割
の
土
地
を
一
企
業
で

あ
る
東
電
が
所
有
す
る
形
は
依
然
変
わ

ら
ず
、
維
持
管
理
を
東
電
に
す
が
る
姿

勢
も
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
が
土

地
を
所
有
し
、
自
ら
の
理
念
に
基
い
て

保
護
行
政
を
行
な
う
形
と
は
ほ
ど
遠
い

も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
40
年
代
に
、
紀
伊

半
島
の
吉
野
熊
野
国
立
公
園
大
台
ヶ
原

地
区
に
お
い
て
は
、
皆
伐
の
危
機
に
ひ

ん
し
た
ブ
ナ
の
原
生
林
を
守
る
た
め
に
、

官
民
一
体
の
運
動
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、い
わ
ゆ
る「
民

有
地
買
上
措
置
」
が
新
た
に
発
せ
ら
れ

て
、
ブ
ナ
の
原
生
林
が
国
費
で
買
い
上

げ
ら
れ
、
保
護
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
地

域
は
、
先
年
、
わ
が
国
最
初
の
利
用
調

整
地
区
に
指
定
さ
れ
、
先
進
的
な
運
用

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

40
年
前
に
創
出
さ
れ
た
「
民
有
地
買

上
措
置
」
は
今
で
も
生
き
て
い
て
、
毎

年
予
算
が
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
措
置

を
使
っ
て
、
東
電
の
売
却
の
意
志
い
か

ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
積
極
的
に
尾
瀬
の

国
有
化
を
図
る
べ
き
時
だ
と
考
え
ま
す
。

筆
者
が
属
す
る
自
然
保
護
団
体
は
、

前
記
の
大
台
ヶ
原
買
上
運
動
の
中
心
に

な
っ
た
経
験
か
ら
、
昨
年
６
月
と
９
月

に
国
有
化
の
要
望
書
を
内
閣
総
理
大
臣
、

環
境
大
臣
等
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。

９
月
８
日
に
は
、
尾
上
昇
日
本
山
岳

会
会
長
、
大
船
武
彦
自
然
保
護
委
員
長

宛
に
日
本
山
岳
会
と
し
て
国
有
化
へ
尽

力
い
た
だ
き
た
い
と
、
再
度
要
請
し
ま

し
た
。
こ
の
件
は
、
理
事
会
で
は
報
告

さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
明
確
な
意
思
表

明
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
返
事

は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、自

然
保
護
全
国
集
会
の
資
料
に
も
こ
の
動

き
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
日
本

山
岳
会
と
し
て
は
買
上
問
題
を
看
過
す

る
の
か
と
理
解
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
こ
の
た
び
の
突
然
の
意
見
書

提
出
に
は
驚
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
６
団
体
と
の
共
同
行
動
で
、

し
か
も「
尾
瀬
を
売
却
す
る
際
に
は
」な

ど
と
及
び
腰
で
あ
り
ま
す
。
た
と
え
定

款
か
ら「
自
然
保
護
」を
削
除
し
た
会
と

は
い
え
、
積
極
的
に
国
有
化
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま

す
。
そ
れ
が
本
会
の
先
人
の
心
を
今
に

生
か
す
道
だ
と
信
じ
ま
す
。
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山
研
運
営
委
員
会
―
―
―
―
―

徳
本
峠
越
え
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

『
山
』４
月（
８
０
３
）号
、「
徳
本
峠
越

え
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」
を
見
て
申
し
込

ん
だ
。
実
は
、
長
年
登
山
を
楽
し
ん
で

き
た
が
、
ま
だ
徳
本
峠
を
越
え
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
今
年
こ
そ
「
絶
対
に
越

え
て
み
せ
る
」と
決
心
し
た
も
の
の
、後

期
高
齢
者
に
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

単
独
行
は
心
配
で
迷
っ
て
い
た
。
そ
ん

な
私
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
「
渡
り
に
船
」。

最
近
入
会
し
た
２
人
も
誘
っ
て
、
一
緒

に
参
加
し
た
。

６
月
２
日
、
東
京
か
ら
の
夜
行
バ
ス

で
島
々
宿
へ
。
こ
こ
で
信
濃
支
部
会
員

に
よ
る
茶
・
菓
子
の
接
待
を
受
け
、
持

参
し
た
弁
当
で
朝
食
を
す
ま
せ
た
。
出

発
式
の
後
、総
勢
15
名
の
「
山
研
隊
」
は
、

リ
ー
ダ
ー
大
槻
さ
ん
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

森
さ
ん
に
率
い
ら
れ
、
６
時
15
分
出
発
。

こ
の
日
、
徳
本
峠
に
向
か
う
の
は
２
０

０
人
に
も
達
す
る
と
の
こ
と
。
信
濃
支

部
の
パ
ト
ロ
ー
ル（
随
登
）隊
の
な
か
に

は
医
師
も
い
て
、
高
齢
者
に
は
心
強
く

感
じ
た
。

二
俣
か
ら
は
島
々
谷
南
沢
に
沿
っ

た
登
山
道
と
な
り
、
緑
林
を
通
し
て
降

り
注
ぐ
木
漏
れ
日
を
浴
び
な
が
ら
黙
々

と
歩
く
。
徒
渉
箇
所
が
多
く
、
真
新
し

い
丸
木
に
ス
テ
ッ
プ
を
刻
ん
だ
鉈
の
跡
、

ア
ル
ミ
の
梯
子
な
ど
が
多
く
な
る
。
こ

の
日
の
た
め
に
関
係
者
が
整
備
し
て
く

れ
た
よ
う
だ
。
予
定
よ
り
早
い
10
時
５

分
、岩
魚
留
小
屋
に
着
く
。
そ
の
昔
、多

く
の
新
人
た
ち
が
こ
こ
で
涙
を
拭
い
、

身
体
を
休
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の

古
い
小
屋
の
中
か
ら
、「
景
色
な
ん
ぞ
は

夢
の
う
ち
」
と
い
う
歌
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
に
思
え
た
。

岩
魚
留
小
屋
か
ら
さ
ら
に
急
坂
に

な
る
。
峠
か
ら
の
眺
望
を
想
像
し
な
が

ら
、
休
む
た
び
に
「
小
屋
か
ら
３
分
の

１
登
っ
た
、
い
や
も
う
半
分
は
来
た
」

と
自
ら
を
励
ま
し
な
が
ら
、
一
歩
一
歩

高
度
を
上
げ
て
い
く
。最
後
の
水
場「
力

水
」
で
沢
と
別
れ
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
が
群

生
す
る
ジ
グ
ザ
グ
道
を
登
る
と
残
雪
が

現
わ
れ
た
。
や
が
て
木
々
の
間
か
ら
青

空
が
見
え
、
頭
の
上
か
ら
人
の
声
が
聞

こ
え
て
き
た
。

13
時
25
分
、念
願
の
「
徳
本
峠
」
に
た

ど
り
着
く
。
目
の
前
に
明
神
や
穂
高
連

山
の
姿
が
見
え
た
。
こ
れ
ぞ
ウ
ェ
ス
ト

ン
が
涙
を
流
し
、
多
く
の
岳
人
を
感
激

さ
せ
た
眺
め
な
の
だ
！　

峠
で
大
休
止
、

各
自
思
い
思
い
の
喜
び
を
胸
に
秘
め
、

こ
の「
兵
ど
も
が
夢
の
跡
」を
後
に
し
た
。

峠
付
近
の
残
雪
に
注
意
し
、
満
開
の
ニ

リ
ン
ソ
ウ
で
敷
き
詰
め
ら
れ
た
白
沢
出

合
を
通
り
、
15
時
５
分
、
明
神
に
着
い

た
。「
徳
本
峠
越
え
」
の
感
激
の
余
韻
を

か
み
し
め
な
が
ら
、
三
々
五
々
、
宿
で

あ
る
山
研
へ
と
向
か
っ
た
。

山
研
で
は
、
信
濃
支
部
会
員
、
運
営

委
員
、
管
理
人
の
方
々
に
よ
る
心
尽
く

し
の
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
初
対
面
同

士
で
山
談
義
が
始
ま
っ
た
。
宴
も
た
け

な
わ
の
頃
、
尾
上
会
長
を
は
じ
め
幹
部

の
方
々
が
加
わ
り
、
ま
す
ま
す
盛
り
上

っ
た
。
誰
が
会
長
で
、
誰
が
新
会
員
か

わ
か
ら
ぬ
ほ
ど
打
ち
解
け
あ
い
、
楽
し

い
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

３
日
10
時
、
第
66
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

に
参
加
。
第
１
部
は
、
信
濃
支
部
長
の

あ
い
さ
つ
、
献
花
、
安
曇
野
小
学
校
生

徒
に
よ
る
合
唱
・
器
楽
演
奏
、
黙
祷
、
尾

上
会
長
・
松
本
市
副
市
長
あ
い
さ
つ
、尾

崎
喜
八
の
詩
の
朗
読
と
続
き
、
ウ
ェ
ス

ト
ン
の
偉
業
を
称
え
あ
っ
た
。

第
２
部
は
、
尾
上
会
長
の
講
演
。「
ウ

ェ
ス
ト
ン
さ
ん
の
お
き
土
産
」
と
題
し
、

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
紹
介
と
、
在
日
中
の
日

記
な
ど
か
ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し
い

た
だ
い
た
。
続
い
て
、
西
糸
屋
で
「
午

餐
会
」
が
催
さ
れ
、
各
支
部
の
方
々
と

の
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

信
濃
支
部
の
方
々
は
じ
め
、
山
研
運

営
委
員
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
大
変
お

世
話
に
な
り
、
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。
こ
の
行
事
を
毎
年
続
け
て
お

ら
れ
る
こ
と
に
、
た
だ
た
だ
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。…

（
岡
義
雄
）

岩魚留小屋に到着した15名の「山研隊」

活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です



山　806−２0１２・7・２0（第三種郵便物認可）

■15

越
後
支
部

平
成
24
年
度
総
会
と
親
睦
登
山

５
月
26
日
に
越
後
支
部
総
会
が
、
長

岡
市
栃
尾
栃
堀
の
刈
谷
田
川
ニ
ュ
ー
ホ

テ
ル
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。
守

門
山
麓
刈
谷
田
川
上
流
の
刈
谷
田
川
ダ

ム
を
望
み
、
ま
た
山
の
新
緑
が
最
盛
の

時
季
で
あ
っ
た
。
出
席
者
40
名
と
委
任

状
１
３
５
名
、総
会
議
決
数
１
７
５（
支

部
会
員
80
㌫
）
で
あ
っ
た
。

14
時
開
会
、
山
崎
幸
和
支
部
長
か
ら

公
益
法
人
移
行
の
経
過
・
状
況
説
明
が

な
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
平
成
23
年
度

の
活
動
報
告
・
会
計
報
告
と
平
成
24
年

度
の
活
動
方
針
と
予
算
説
明
等
が
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
公
益
法
人
と
し
て
の

支
部
規
約
や
内
規
等
の
重
要
事
項
の
審

議
も
異
議
な
く
承
認
。
16
時
、
橋
本
副

支
部
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
も
っ
て

終
了
し
た
。

総
会
終
了
後
、
16
時
15
分
か
ら
記
念

講
演
を
行
な
っ
た
。
講
演
者
は
深
滝
純

一
氏
（
栃
尾
郷
土
史
研
究
家
）
で
、「
守

門
山
麓
と
栃
尾
に
つ
い
て
」
講
話
し
て

い
た
だ
い
た
。
講
演
に
あ
た
り
、
守
門

岳
を
語
る
際
に
重
要
な
人
物
と
し
て
、

元
支
部
会
員
で
あ
っ
た
故
稲
田
豊
八
氏

や
、
故
佐
藤
金
一
氏
に
関
す
る
資
料
が

配
布
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
山
岳
会
元

副
会
長
・
故
深
田
久
弥
氏
の
『
１
０
０

名
山
以
外
の
名
山
50
』（
河
出
書
房
）
の

資
料
も
配
布
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
深
田

氏
が
３
月
の
守
門
岳
に
登
ら
れ
た
と
き

「
雪
の
砂
漠
」と
形
容
し
、「
東
洋
一
の
大

雪
庇
」
と
称
賛
し
た
登
山
紀
行
文
も
配

布
さ
れ
た
。
守
門
岳
は
六
十
里
と
八
十

里
越
に
挟
ま
れ
た
位
置
に
あ
る
。
そ
の

歴
史
的
経
緯
の
話
か
ら
、
栃
尾
秋
葉
三

尺
坊
神
社
、
地
元
伝
説
の
静
御
前
の
墓

や
二
田
池
大
蛇
等
の
話
し
に
ま
で
お
よ

び
、
興
味
津
々
で
聞
き
い
っ
た
。

そ
の
後
、
席
を
移
し
て
の
懇
親
会
。

翌
日
の
親
睦
登
山
統
括
リ
ー
ダ
ー
・
本

間
宏
之
副
支
部
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
開

宴
し
、
越
後
岳
人
の
交
流
サ
ロ
ン
と
し

て
旧
交
を
温
め
た
。

翌
27
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の

登
山
日
和
と
な
っ
た
。
朝
早
の
散
歩
や

登
山
の
準
備
な
ど
し
て
、
計
画
よ
り
早

い
７
時
30
分
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
宿
舎

を
出
発
し
た
。
保ほ

っ

久き
ゅ

礼れ
い

登
山
口
ま
で
舗

装
さ
れ
た
林
道
が
続
き
、
す
で
に
多
数

の
マ
イ
カ
ー
が
駐
車
し
登
山
者
で
賑
わ

っ
て
い
た
。ま
た
、地
元
栃
堀
区
の
方
々

が
味
噌
汁
の
サ
ー
ビ
ス
で
歓
迎
。
コ
ー

ス
リ
ー
ダ
ー
の
浅
野
亘
寛
会
員
か
ら
、

本
日
の
ル
ー
ト
説
明
を
受
け
、８
時
、順

次
出
発
し
た
。
保
久
礼
か
ら
階
段
状
に

整
備
さ
れ
た
急
坂
の
登
山
道
が
し
ば
ら

く
続
き
、
ブ
ナ
の
自
然
林
の
中
を
一
気

に
高
度
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
９
時
、

キ
ビ
タ
キ
小
屋（
１
０
５
０
㍍
）着
。
こ

の
付
近
か
ら
登
山
道
に
残
雪
が
現
わ
れ

始
め
た
。
さ
ら
に
30
分
ほ
ど
で
不
動
平

（
１
２
６
８
㍍
）着
。
こ
の
付
近
か
ら
森

林
限
界
と
な
り
視
界
が
開
け
た
。
残
雪

を
踏
み
し
め
、
薫
風
の
中
で
周
囲
の
展

望
を
楽
し
み
な
が
ら
快
適
に
登
る
こ
と

が
で
き
た
。
頂
上
の
鐘
の
音
が
聞
こ
え
、

頂
上
が
近
い
と
感
じ
る
。

10
時
、守
門
大
岳
（
１
４
３
２
㍍
）
頂

上
着
。
頂
上
に
は
巣
守
神
社
石
祠
と
吊

鐘
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
石
祠
と
吊
鐘

の
こ
と
は
、
深
田
氏
の
登
山
紀
行
文
に

も
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
少
し
歩
い

て
頂
上
雪
稜
部
に
出
て
大
休
止
、
昼
食

を
と
り
な
が
ら
越
後
平
野
と
３
６
０
度

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。

東洋一と称される大雪庇を背に。後方は守門連山
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の
展
望
を
満
喫
し
た
。
雪
稜
部
の
先
は

雪
庇
と
な
っ
て
い
る
。
雪
庇
は
か
な
り

融
け
落
ち
て
お
り
、
深
田
氏
が
称
賛
し

た
「
東
洋
一
の
大
雪
庇
」
は
、３
月
後
半

か
ら
４
月
半
ば
ま
で
が
見
こ
ろ
な
の
だ

ろ
う
。
雪
稜
線
は
守
門
連
山
の
青
雲
岳

（
１
４
８
７
㍍
）
か
ら
主
峰
袴
岳
（
１
５

３
８
㍍
）
へ
と
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
延
び

て
い
る
。

11
時
か
ら
、
栃
尾
観
光
協
会
主
催
の

山
開
き
安
全
祈
願
祭
が
、
頂
上
巣
守
神

社
祠
前
で
執
り
行
な
わ
れ
た
。
日
本
山

岳
会
越
後
支
部
を
代
表
し
て
山
崎
支
部

長
、
こ
の
日
の
最
高
齢
登
山
者
の
坂
井

厚
支
部
名
誉
会
員（
84
歳
）が
指
名
さ
れ
、

玉
ぐ
し
奉
納
を
行
な
っ
た
。続
い
て
、参

加
者
全
員
で
雪
庇
を
背
景
に
記
念
撮
影
。

11
時
30
分
、
下
山
開
始
。
13
時
、
全

員
が
保
久
礼
登
山
口
に
到
着
し
た
。
ブ

ナ
の
自
然
林
か
ら
湧
き
出
る
清
水
で
登

山
の
労
を
癒
し
、
迎
え
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
に
乗
り
込
み
、
14
時
、
無
事
解
散
と

な
っ
た
。…

（
桐
生
恒
治
）

東
九
州
支
部

韓
国
山
岳
会
蔚
山
支
部
と
の

交
流
登
山

昨
年
は
、
当
支
部
が
韓
国
本
土
最
高

峰
の
智
異
山
を
訪
れ
て
一
緒
に
登
山
。

今
年
は
、
当
支
部
が
迎
え
て
一
緒
に
登

る
番
だ
。
韓
国
山
岳
会
蔚
山
支
部
と
の

交
流
は
８
回
目
。
そ
し
て
、
初
回
の
交

流
で
申
し
合
わ
せ
て
始
ま
っ
た
相
互
訪

問
登
山
は
７
回
目
を
迎
え
る
。
事
前
に

話
し
合
っ
て
セ
ッ
ト
し
た
山
は
、
大
分

の
名
山
由
布
岳
と
、
泉
都
別
府
の
シ
ン

ボ
ル
の
鶴
見
岳
だ
。

５
月
25
日
、
昼
に
福
岡
に
着
い
た
一

行
は
、
宇
佐
八
幡
宮
と
安
心
院
の
東
椎

屋
の
滝
を
観
光
し
て
別
府
の
ホ
テ
ル
に

着
く
。
一
行
16
名
を
迎
え
、
早
速
、
別

府
市
内
で
歓
迎
の
懇
親
会
。
集
ま
っ
た

東
九
州
支
部
会
員
は
23
名
。
１
年
ぶ
り

の
再
会
を
祝
し
て
乾
杯
。『
ア
リ
ラ
ン
』

や
『
坊
が
つ
る
讃
歌
』
が
、
ハ
ン
グ
ル
・

日
本
語
混
成
で
飛
び
出
す
。
和
や
か
に
、

賑
や
か
に
宴
は
進
み
、
あ
っ
と
い
う
間

の
３
時
間
で
あ
っ
た
。

翌
26
日
は
由
布
岳
へ
。
過
去
、
訪
れ

た
メ
ン
バ
ー
が
、
盆
地
か
ら
見
上
げ
る

由
布
岳
を
見
て
一
度
登
り
た
い
と
言
っ

て
い
た
山
だ
。
天
気
は
薄
曇
り
の
高
曇

り
。
降
ら
ず
照
ら
ず
の
最
高
の
登
山
日

和
だ
。
南
登
山
口
か
ら
出
発
し
、
ま
ず

西
峰
へ
。
ち
ょ
う
ど
見
頃
と
期
待
し
て

い
た
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
だ
が
、
春
先
の

寒
波
の
せ
い
か
山
頂
付
近
は
ま
だ
蕾
だ

っ
た
。
山
頂
で
は
、
支
部
員
の
１
人
が

担
ぎ
上
げ
た
大
き
な
ス
イ
カ
に
歓
声
が

あ
が
る
。
昼
食
後
、
火
口
壁
の
難
路
を

通
る「
お
鉢
廻
り
」で
東
峰
へ
。
そ
し
て

下
山
は
、
日
向
越
を
経
て
南
登
山
口
へ

と「
周
回
コ
ー
ス
」で
由
布
岳
に
堪
能
す

る
。27

日
、
鶴
見
岳
か
ら
伽
藍
岳
へ
の

「
北
尾
根
縦
走
」だ
。
こ
の
日
は
朝
か
ら

雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
。
鳥
居
登
山
口
か

ら
ま
ず
は
権
現
社
へ
。
そ
し
て
一
路
鶴

見
岳
山
頂
へ
。
約
２
時
間
で
到
着
。
ロ

ー
プ
ウ
ェ
ー
で
登
っ
て
き
た
た
く
さ
ん

の
観
光
客
は
、
大
勢
の
日
韓
混
成
登
山

隊
に
驚
い
て
い
た
。
こ
の
山
頂
も
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
は
三
分
咲
き
て
い
ど
だ
が
、

高
度
を
下
げ
る
に
つ
れ
開
き
具
合
が
す

す
み
、
山
肌
の
ピ
ン
ク
色
の
色
合
い
は

濃
く
な
っ
て
い
く
。

鞍
ヶ
戸
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
か
ら
、
船

底
、
内
山
へ
、
さ
ら
に
大
き
く
下
っ
て

塚
原
越
か
ら
伽
藍
岳
へ
と
足
を
延
ば
し
、

塚
原
温
泉
へ
は
15
時
過
ぎ
に
下
山
。
鶴

見
岳
山
頂
か
ら
伽
藍
岳
ま
で
終
始
左
手

に
は
前
日
登
っ
た
由
布
岳
、
右
手
に
は

別
府
市
街
地
と
別
府
湾
を
見
下
ろ
し
な

が
ら
の
、
変
化
に
富
ん
だ
縦
走
路
に
大

満
足
の
一
行
だ
っ
た
。

下
山
後
、
塚
原
温
泉
前
広
場
で
お
別

れ
セ
レ
モ
ニ
ー
。
双
方
の
支
部
小
旗
に

サ
イ
ン
を
し
て
交
換
、
来
年
は
韓
国
で

の
再
会
を
約
束
し
た
。一
行
は
翌
日
、杵

築
と
由
布
院
を
観
光
し
て
福
岡
港
か
ら

帰
国
の
途
に
つ
い
た
。…

（
飯
田
勝
之
）

登山日和となった由布岳山頂にて
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北
九
州
支
部

英
彦
山
清
掃
登
山
と
山
の
日

制
定
の
呼
び
か
け

５
月
26
日
、
北
九
州
支
部
で
は
、
霊

峰
英
彦
山（
１
２
０
０
㍍
）の
清
掃
登
山

と
、
山
の
日
制
定
の
呼
び
か
け
を
行
な

っ
た
。
清
掃
登
山
は
、
毎
年
支
部
の
行

事
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、当
日
は
、北

九
州
支
部
が
公
益
社
団
法
人
と
な
っ
て
、

初
め
て
の
公
益
事
業
と
し
て
実
施
し
た

も
の
。

北
九
州
支
部
会
員
22
人
が
３
コ
ー

ス
に
分
か
れ
山
頂
を
め
ざ
し
た
。
途
中
、

ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
、
ま
た
登
山
者
や

観
光
客
に
山
の
日
制
定
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
を
配
布
、
呼
び
掛
け
を
行
な
っ
た
。

正
午
、
英
彦
山
神
宮
が
あ
る
山
頂
に

集
合
。
昼
食
後
、
展
望
台
直
下
の
が
け

下
に
ザ
イ
ル
を
張
っ
て
ゴ
ミ
の
捜
索
を

し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
に
続
い
て
、
あ
る

わ
、
あ
る
わ
…
…
。
掘
れ
ば
掘
る
ほ
ど

出
て
く
る
ゴ
ミ
、
そ
れ
も
ビ
ン
類
や
朽

ち
果
て
た
カ
ン
類
が
多
い
。

と
く
に
、
山
頂
展
望
台
正
面
直
下
に

は
過
去
の
ゴ
ミ
が
堆
積
し
て
お
り
、
今

回
だ
け
で
も
一
升
瓶
が
十
数
本
、
そ
の

ほ
か
ビ
ー
ル
瓶
、
ウ
イ
ス
キ
ー
瓶
、
古

い
空
き
缶
な
ど
多
数
回
収
（
町
指
定
の

ゴ
ミ
袋
で
燃
え
る
ゴ
ミ
13
袋
、
燃
え
な

い
ゴ
ミ
28
袋
、計
41
袋
）。
個
人
の
運
搬

重
量
に
は
限
度
が
あ
る
た
め
、
今
回
は

こ
れ
で
打
ち
切
り
と
し
た
。
山
頂
の
周

囲
に
は
、
相
当
量
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
が

あ
る
。
昨
年
は
酒
ト
ッ
ク
リ
を
発
見
回

収
し
た
が
、
今
年
は
酒
が
入
っ
た
一
升

瓶
を
回
収
し
た
。し
か
も
栓
が
さ
れ
、封

が
切
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
何

を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
年
３
月
、
地
元
添
田
町
の
町
長
が
、

町
議
会
の
施
政
方
針
演
説
で
、
英
彦
山

の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
構
想
を
明

ら
か
に
し
た（
読
売
新
聞
報
道
）。
と
こ

ろ
が
、山
頂
に
は
神
宮
が
あ
る
の
に
、い

ま
だ
観
光
客
や
登
山
者
の
た
め
の
ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
一
時
、
簡

易
な
垂
れ
流
し
ト
イ
レ
が
あ
っ
た
が
撤

去
さ
れ
た
。

い
ま
や
英
彦
山
は
か
つ
て
の
富
士

山
の
二
の
舞
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
絶
対
、
世
界
遺
産

登
録
は
夢
の
ま
た
夢
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
た
め
現
在
、
山
の
団
体
や
自
然
保
護

団
体
な
ど
で
「
英
彦
山
の
環
境
・
ト
イ

レ
を
考
え
る
連
絡
協
議
会
」
を
発
足
さ

せ
、
英
彦
山
の
上
部
に
ト
イ
レ
を
建
設

し
よ
う
と
い
う
運
動
を
進
め
て
い
る
。

し
か
し
、
ト
イ
レ
管
理
の
問
題
、
山
頂

は
神
域
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
問
題
で
、

な
か
な
か
進
展
し
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。当

日
は
、
英
彦
山
の
山
開
き
前
夜
祭

で
あ
り
、
下
山
後
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
の

前
夜
祭
に
参
加
。
翌
日
は
、
山
頂
で
の

山
開
き
安
全
祈
願
祭
に
も
参
加
し
た
。

今
回
、
一
般
参
加
者
に
配
布
し
た
資

料
（
①
英
彦
山
上
部
に
ト
イ
レ
建
設
を

要
望
す
る
請
願
書
の
写
し
、
②
山
の
ト

イ
レ
、
環
境
を
考
え
る
福
岡
協
議
会
作

成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
③
マ
ナ
ー
ビ
ニ

ー
ル
袋
、④
「
山
の
日
」
制
定
協
議
会
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
は
２
５
０
枚
ほ
ど
で
、

ト
イ
レ
建
設
や
山
の
日
制
定
を
呼
び
か

け
た
。

 
（
伊
藤
久
次
郎
）

霊峰英彦山の清掃登山に参加したメンバー

「入会申込書」の書式変更について
　これまでB5判 2ページだった「入会申込書」の
書式をA4判サイズの 1ページにあらためました。
・新しい「入会申込書」は、当会ホームページか
らダウンロードができます。
〈会員ページ〉の〈書式集〉もしくはトップペー
ジから〈入会について〉をクリックしてください。
・従来通り事務局にご請求いただいても結構です。
・従来のB5判「入会申込書」も当面利用できますが、
近々廃止の予定です。… （総務担当理事）
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い
て
い
る
。
そ
の
後
、
私
生
活
上
の
い

き
さ
つ
も
関
係
し
て
、
次
第
に
山
の
世

界
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
。
山
に
登
る

こ
と
と
も
に
、
山
に
つ
い
て
の
研
究
も

始
め
た
。
そ
の
対
象
は
、
国
内
の
山
か

ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
成
果
は
精
力
的
に
発
表
さ
れ
た
が
、

「
百
名
山
」が
生
ま
れ
た
の
も
そ
の
過
程

に
お
い
て
だ
。

登
山
の
面
で
も
大
き
な
働
き
を
し

て
い
る
。
と
く
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
関
し
て

は
、
深
田
の
研
究
と
知
識
が
日
本
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
を
強
く
あ
と
押
し
し
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

近
藤
氏
は
「
あ
と
が
き
」
で
、深
田
の

伝
記
を
書
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
本

書
刊
行
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
述
べ
て

い
る
が
、
個
人
的
に
も
親
し
い
交
友
の

あ
っ
た
著
者
は
、
深
田
の
人
と
文
学
が

何
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
全
体
像
を
改

め
て
提
示
す
る
こ
と
が
自
分
に
与
え
ら

れ
た
課
題
と
と
ら
え
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
の
意
味
で
、
本
書
も
深
田
の
生
涯
を

つ
う
じ
た
業
績
を
ふ
り
か
え
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

読
ん
で
い
る
と
、
い
く
つ
か
の
フ
レ

ー
ズ
が
、
あ
た
か
も
通
奏
低
音
の
ご
と

く
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
が
、

リ
フ
レ
イ
ン
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
も
の
を
と
お
し

て
、
著
者
の
深
田
理
解
の
消
息
を
探
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ
は
「
一
文
学

者
の
目
を
通
し
て
眺
め
た
山
」
だ
ろ
う
。

深
田
は
ま
ず
第
一
に
文
学
者
で
あ
っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
山
が
し
ん
そ
こ
好
き

で
あ
っ
た
。
こ
の
ふ
た
つ
が
軸
と
な
っ

て
互
い
に
収
斂
し
て
い
く
中
で
、
山
の

文
学
者
・
深
田
久
彌
の
営
為
が
展
開
し

て
い
っ
た
の
だ
。

著
者
の
、
深
田
作
品
に
対
す
る
造
詣

と
、
深
田
個
人
に
対
す
る
敬
愛
の
念
と

に
う
ら
う
ち
さ
れ
た
本
書
は
、「
山
の
よ

う
な
人
間
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
山
の

よ
う
な
文
章
が
書
け
る
よ
う
に
な
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
」
と
思
い
つ
づ
け
た
深
田
久

彌
の
山
と
文
学
の
世
界
へ
み
ち
び
く
恰

好
の
道
し
る
べ
と
な
っ
て
い
る
。

…

（
飯
田
年
穗
）

ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
ハ
ウ
ス
・
著 

海
津
正
彦
・
訳

『
垂
壁
の
か
な
た
へ
』

筆
者
は
、
ヴ
ィ
ン
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
と
の
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
・
ル
パ

ー
ル
壁
中
央
ピ
ラ
ー
登
攀
で
、
２
０
０

５
年
に
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
賞
を
受
賞
し
た
。

本
書
に
は
、
そ
の
１
９
８
８
〜
２
０
０

８
年
の
登
攀
に
つ
い
て
、
考
え
方
や
行

動
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
や
り
取
り
が
書

か
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
最
近
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
始

め
た
私
に
と
っ
て
遥
か
か
な
た
、
雲
の

上
の
存
在
だ
。
だ
か
ら
身
体
的
・
技
術

的
そ
し
て
精
神
的
に
も
強
靭
、
不
注
意

に
よ
る
ミ
ス
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
。だ
が
意
外
に
も
、試

行
錯
誤
や
失
敗
、
辛
い
気
持
ち
な
ど
が

記
述
さ
れ
て
い
て
、
や
は
り
同
じ
人
間

な
ん
だ
と
、
当
た
り
前
の
こ
と
に
感
動

し
な
が
ら
読
ん
だ
。

個
人
的
な
話
に
な
る
が
、
リ
ー
ド
で

登
る
と
き
に
落
ち
る
の
で
は
な
い
か
と
、

緊
張
感
や
恐
怖
心
で
身
体
が
ガ
チ
ガ
チ

に
な
り
上
手
く
動
け
な
い
こ
と
が
よ
く

近
藤
信
行
・
著

『
深
田
久
彌　

そ
の
山
と
文
学
』

深
田
久
彌
没
後
、
40
年
を
過
ぎ
た
。

昨
今
「
百
名
山
」
が
独
り
歩
き
し
て
い

る
よ
う
で
、
ほ
か
の
業
績
は
わ
き
に
お

き
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
、

と
い
っ
た
ら
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。

『
深
田
久
彌
・
山
の
文
学
全
集
』と『
深

田
久
弥　

山
の
文
庫
』（
共
に
朝
日
新
聞

社
刊
）
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
た
近
藤

信
行
氏
が
、
折
に
ふ
れ
て
執
筆
し
た
深

田
に
つ
い
て
の
文
章
７
篇
と
、
全
集
版

に
付
し
た
解
説
文
を
あ
わ
せ
て
１
冊
に

し
た
も
の
。

深
田
は
文
壇
作
家
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。

初
期
に
は
、
私
小
説
風
の
作
品
も
書

２0１１年１２月
平凡社刊
四六判  ２70㌻  
定価 ２940円

２0１２年５月
白水社刊
四六判 390㌻
定価 304５円

図
書
紹
介



山　806−２0１２・7・２0（第三種郵便物認可）

■19

り
た
い
と
思
う
。

ま
た
、
梅
沢
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
た

く
さ
ん
の
新
種
を
発
見
し
て
い
る
。
リ

シ
リ
ア
ザ
ミ
、
ヒ
ダ
カ
ア
ザ
ミ
、
マ
シ

ケ
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ
、
リ
シ
リ
ハ
タ
ザ
オ

な
ど
だ
。
リ
シ
リ
ア
ザ
ミ
発
見
の
時
は
、

天
声
人
語
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
ど
ん
な

に
地
味
な
花
で
あ
っ
て
も
丹
念
に
観
察

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
数
々
の
新
種
発

見
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
う
。

さ
ら
に
、「
そ
の
土
地
、
場
所
の
環
境

に
応
じ
て
そ
こ
に
ふ
さ
わ
し
い
植
物
が

あ
る
。
そ
ん
な
自
然
の
美
し
さ
に
惹
か

れ
ま
す
。
地
味
で
目
立
た
な
い
も
の
に

美
し
さ
を
見
つ
け
る
楽
し
み
も
あ
る
」

と
語
っ
て
い
る
。
地
味
な
花
に
も
心
を

寄
せ
て
紹
介
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
素
敵

だ
。チ

ロ
ロ
岳
で
は
ヒ
ダ
カ
レ
イ
ジ
ン

ソ
ウ
（
新
種
）
が
、旭
岳
と
羅
臼
岳
で
エ

ゾ
ミ
ヤ
マ
ア
ザ
ミ（
仮
称
）も
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
私
が
、
自
分
の
花
と
決
め
て

い
る
ミ
ツ
モ
リ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
も
掲
載
さ

れ
て
い
て
嬉
し
か
っ
た
。

ガ
イ
ド
本
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
北

海
道
の
高
山
植
物
の
魅
力
を
文
と
写
真

で
表
現
し
た
本
は
そ
う
は
多
く
は
な
い
。

こ
の
本
を
片
手
に
、
北
海
道
の
花
名
山

を
ぜ
ひ
辿
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

…

（
樋
口
み
な
子
）

梅
沢
俊
・
著

『
北
の
花
名
山
ガ
イ
ド
』

北
海
道
の
山
の
魅
力
は
原
始
の
香

り
が
残
っ
て
い
る
こ
と
と
、
高
山
植
物

の
豊
富
さ
に
あ
る
。

著
者
は
、『
夏
山
ガ
イ
ド
』
シ
リ
ー
ズ

や
『
新
北
海
道
の
花
』
な
ど
、多
く
の
著

書
を
も
つ
。

本
書
は
、
北
海
道
の
代
表
的
な
花
の

名
山
を
紹
介
し
た
も
の
だ
が
、
読
み
物

と
し
て
も
楽
し
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

「
た
ま
に
は
愛
し
い
庭
か
ら
と
び
だ
し

て
、
野
生
の
花
が
持
つ
息
吹
を
楽
し
ん

で
欲
し
い
」と
の
願
い
を
こ
め
て『
花
新

聞
ほ
っ
か
い
ど
う
』
に
、
道
北
の
利
尻

山
か
ら
道
南
の
大
千
軒
岳
ま
で
45
山
を

連
載
し
た
。
そ
れ
を
も
っ
と
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
と
加
筆
、
写
真
も
追
加
し

て
１
冊
に
ま
と
め
た
の
が
本
書
だ
。

３
章
か
ら
な
り
、１
章
は
中
央
高
地
・

道
北
・
道
東
の
山
。
２
章
は
増
毛
・
樺

戸
・
夕
張
・
日
高
の
山
。
３
章
は
道
央
・

道
南
の
山
の「
花
の
楽
園
」と
な
っ
て
い

る
。45
山
の
季
節
ご
と
の
花
の
見
所
、交

通
ア
ク
セ
ス
、
詳
細
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
も

あ
る
。
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
な
ら
ば
簡
単
に

ク
リ
ア
で
き
る
の
に
、
行
け
な
い
。
恐

怖
心
を
ど
の
よ
う
に
克
服
す
れ
ば
い
い

の
か
…
…
。
そ
の
答
え
が
本
書
に
書
か

れ
て
い
な
い
か
と
期
待
し
な
が
ら
読
ん

で
い
た
ら
、
次
の
文
章
が
あ
っ
た
。

「
恐
怖
心
を
素
直
に
受
け
入
れ
て
、
や

り
過
ご
し
、
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
な
、
と

経
験
か
ら
学
ん
だ
。
い
っ
た
ん
そ
れ
が

身
に
つ
く
と
、
わ
た
し
は
力
強
い
何
か

を
得
た
。
自
信
を
持
っ
て
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」

な
る
ほ
ど
。
難
し
そ
う
だ
け
れ
ど
そ

れ
を
頭
に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
み
よ
う
。

さ
ら
に
次
の
文
章
が
目
に
留
ま
る
。

「
自
分
が
ど
う
し
て
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

す
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
ほ
か
の
人
に
、

そ
し
て
自
分
自
身
に
明
ら
か
に
し
た
か

っ
た
か
ら
だ
」

筆
者
と
自
分
を
比
べ
る
に
は
お
こ

が
ま
し
い
レ
ベ
ル
だ
が
、
私
は
何
が
面

白
く
て
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
や
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
？

そ
れ
は
、
緊
張
感
の
な
か
で
自
分
自

身
と
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

自
分
を
追
い
込
む
の
が
辛
く
も
あ
り
楽

し
く
も
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
…
…
。
本

書
を
読
ん
で
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
。

（
大
島
崇
）

あ
る
。
こ
ん
な
に
親
切
に
紹
介
し
て
あ

る
と
、
盗
掘
さ
れ
な
い
か
と
心
配
に
な

る
。私

と
梅
沢
さ
ん
と
の
出
会
い
は
十

数
年
前
。
夕
張
岳
や
ア
ポ
イ
岳
、
大
平

山
な
ど
で
大
量
の
高
山
植
物
が
盗
掘
さ

れ
た
の
を
機
に
、
北
海
道
高
山
植
物
盗

掘
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
足
。
全
道

各
地
の
山
岳
団
体
や
市
民
団
体
が
結
束

し
よ
う
と
立
ち
上
が
っ
た
時
だ
っ
た
。

日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
も
加
わ
っ
た
。

梅
沢
さ
ん
は
全
道
の
山
を
く
ま
な
く
歩

い
て
、
高
山
植
物
が
な
く
な
っ
て
い
く

現
状
を
誰
よ
り
も
知
っ
て
い
た
。
毎
年

開
催
さ
れ
る
「
高
山
植
物
を
い
つ
ま
で

も
」
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
梅
沢
さ

ん
の
素
晴
ら
し
い
花
の
ス
ラ
イ
ド
と
軽

妙
な
語
り
が
魅
力
で
、
た
く
さ
ん
の
人

が
会
場
を
埋
め
る
。

本
書
を
開
い
て
、
ま
ず
選
り
す
ぐ
り

の
写
真
の
数
々
に
目
を
奪
わ
れ
る
。
文

章
に
は
、
梅
沢
さ
ん
と
一
緒
に
花
を
愛

で
な
が
ら
歩
い
て
い
る
よ
う
な
臨
場
感

が
あ
る
。
そ
し
て
、
厳
し
い
自
然
環
境

で
け
な
げ
に
咲
く
花
た
ち
に
励
ま
さ
れ

な
が
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
頂
上
に
た
ど

り
着
く
。
私
も
同
じ
山
を
辿
っ
て
い
た

の
に
、
見
逃
し
て
い
た
花
、
名
前
の
分

か
ら
な
か
っ
た
花
が
多
く
あ
っ
た
。
次

は
こ
の
本
を
ザ
ッ
ク
に
し
の
ば
せ
て
登

２0１２年５月
北海道新聞社刊 
A５判 ２40㌻
定価 １890円
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会

務

報

告

平
成
24
年
度
第
３
回（
６
月
度
）
理
事

会
議
事
録

日
時　

平
成
24
年
６
月
13
日
19
時
よ
り

20
時
50
分
ま
で　

場
所　

日
本
山
岳
会　

集
会
室

【
出
席
者
】…

尾
上
会
長
、
吉
永
・
西
村
各

副
会
長
、
高
原
・
森
・
小
林

各
常
務
理
事
、
野
澤
・
中

山
・
永
田
・
萩
原
・
節
田
・

古
野
・
川
瀬
各
理
事
、
平
井

監
事
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
：
柏

編
集
長

【
欠
席
者
】
浜
崎
監
事

【
審
議
事
項
】

１
・
平
成
24
年
度
支
部
へ
の
運
営
交
付

金
、
事
業
補
助
金
支
給
方
針
に
つ
い
て

（
小
林
）

支
部
へ
の
運
営
交
付
金
お
よ
び
事

業
補
助
金
を
仮
払
い
と
し
て
支
給
。
５

月
末
現
在
の
支
部
員
数
で
算
定
し
、
６

月
の
総
会
終
了
後
支
払
う
。
未
使
用
金

は
返
却
す
る
。…

（
承
認
）

２
・
四
国
支
部
よ
り
の
小
島
烏
水
の
レ

リ
ー
フ
寄
託
願
い
に
つ
い
て（
高
原
）

四
国
支
部
主
催
で
「
小
島
烏
水
祭
」

の
発
足
を
予
定（
来
年
４
月
14
日
）。
顕

彰
碑
作
成
の
た
め
レ
リ
ー
フ
の
寄
託
願

い
が
あ
っ
た
。…

（
承
認
）

３
・
京
都
支
部
よ
り
の
支
部
名
称
変
更

申
請
に
つ
い
て	

（
高
原
）

「
京
都
支
部
」
を
「
京
都
・
滋
賀
支
部
」

（
略
称　

京
滋
支
部
）
に
変
更
し
た
い
。

…

（
承
認
）

４
・
広
島
支
部
ル
ー
ム
購
入
に
つ
い
て	

（
高
原
）

広
島
支
部
の
ル
ー
ム
と
し
て
広
島

市
南
区
大
須
賀
町
の
物
件
を
購
入
す
る
。

…

（
承
認
）

５
・
福
岡
支
部
長
交
代
に
つ
い
て（
高

原
）副

島
勝
人
会
員
（
８
１
２
５
）
よ
り

中
馬
会
員
（
６
２
２
２
）
に
交
代
す
る
。

…

（
承
認
）

６
・
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
使
用
酸
素
補
給

器
一
式
の
寄
贈
に
つ
い
て（
高
原
）

大
町
山
岳
博
物
館
へ
の
寄
贈
願
い

が
資
料
映
像
委
員
会
よ
り
出
さ
れ
た
。

…

（
継
続
審
議
）

７
・
入
会
の
申
し
込
み
に
つ
い
て（
高

原
）24

人
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

…

（
承
認
）

【
報
告
事
項
】

１
・
平
成
24
年
度
通
常
総
会
に
つ
い
て

（
高
原
）

出
席
者
数
及
び
総
会
議
事
確
認
の

報
告
が
あ
っ
た
。

２
・
平
成
24
年
度
第
１
回
支
部
長
会
議

に
つ
い
て（
高
原
）

運
営
交
付
金
・
事
業
補
助
金
支
給
、

寄
付
に
つ
い
て
な
ど
会
務
報
告
を
行
な

う
。

３
・
Ｊ
Ａ
Ｃ
へ
の
寄
付
に
か
か
わ
る
税

金
に
つ
い
て（
法
人
運
営
適
正
化
Ｐ
Ｔ

小
林
）

企
業
か
ら
の
寄
付
は
損
金
算
入
が

で
き
、
個
人
か
ら
の
寄
付
は
所
得
控
除

の
対
象
に
な
る
。
金
銭
以
外
の
寄
付
に

つ
い
て
は
個
別
対
応
す
る
。

４
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ	

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
口
座
開
設

に
つ
い
て（
森
）

ネ
ッ
ト
利
用
で
き
る
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
口
座
を
設
立
。
運
営
に
は
永
田
理
事

が
責
任
を
持
つ
。

５
・
日
中
韓
三
国
学
生
交
流
登
山
日
程

に
つ
い
て（
中
山
）

中
国
側
か
ら
登
山
計
画
書
が
提
出

さ
れ
た
。
孔
雀
谷
で
の
沢
登
り
、
朝
天

峰
登
山
な
ど
を
予
定
。
副
団
長
に
高
橋

玲
司
会
員（
東
海
支
部
）を
予
定
し
て
い

る
。

６
・
基
金
及
び
積
立
金
等
規
程
に
つ
い

て（
小
林
）

５
月
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
同

規
程
の
文
案
を
整
え
た
。

７
・
国
土
地
理
院
電
子
国
土
賞
推
薦
に

つ
い
て（
森
）

杉
本
智
彦
氏
の「
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
」

を
推
薦
し
た
。

８
・
ひ
ろ
し
ま「
山
の
日
」
県
民
の
集
い

（
西
村
・
萩
原
）

６
月
２
日
、
３
日
に
行
な
わ
れ
、
萩

原
理
事
、
成
川
会
員
（「
山
の
日
」
制
定

協
議
会
代
表
幹
事
）
が
出
席
。
山
の
日

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
尾
道
会
議
の
席
上
に
お

い
て「
山
の
日
」サ
ミ
ッ
ト
へ
の
協
力
を

依
頼
し
た
。

９
・
委
員
会（
総
務
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

財
務
、
山
研
）
会
議　

５
月
30
日
に
つ

い
て（
西
村
）

Ｊ
Ａ
Ｃ
組
織
・
委
員
会
の
改
善
を
中

心
に
行
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
３
回
目
。

会
長
、
西
村
副
会
長
、
高
原
常
務
理
事

と
担
当
役
員
と
の
打
合
せ
を
行
な
っ
て
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お
り
、
改
善
案
の
実
施
は
今
期
中
を
予

定
。

10
・	
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
60
周
年
記
念
大

ネ
パ
ー
ル
展（
仮
称
）実
行
委
員
会
に
つ

い
て（
会
長
）

ネ
パ
ー
ル
政
府
（
バ
ッ
タ
ラ
イ
在
日

大
使
）
が
来
年
日
本
国
内
で
主
催
す
る

も
の
で
、
５
月
30
日
に
実
行
委
員
会
を

行
な
い
、
黒
川
惠
会
員
が
委
員
長
と
な

り
井
本
重
喜
会
員
（
当
会
の
窓
口
）、
そ

の
他
旅
行
社
、
山
岳
団
体
代
表
と
協
力

し
て
進
め
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

11
・
国
際
山
岳
年
プ
ラ
ス
10
開
催
に
つ

い
て（
高
原
）

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
完
成
し
、
参
加
依

頼
が
あ
っ
た
。

12
・
都
岳
連
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会

等（
高
原
）

「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会
・
総
会
兼

公
認
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」「
公
認
リ
ー

ダ
ー
登
録
・
継
続
手
続
き
及
び
研
修
会

の
お
知
ら
せ
」「
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
養
成
講
習
会
」
の
案
内
が
あ
っ
た
。

13
・
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
役
員
通
知
に

つ
い
て（
高
原
）

14
・
山
の
博
覧
会
の
案
内（
山
梨
支
部
）

（
高
原
）

15
・
第
14
回
・
15
回
尾
瀬
賞
授
与
式
開
催

の
案
内（
高
原
）

16
・
会
報『
山
』
６
月
号
に
つ
い
て（
柏
）

海
外
登
山
助
成
金
を
受
け
た
登
山

隊
２
隊
の
報
告
、
宮
下
啓
三
会
員
の
追

悼
記
事
な
ど
掲
載
。

17
・
事
務
局
職
員
採
用
に
つ
い
て（
高

原
）６

月
１
日
よ
り
藤
川
志
津
子
さ
ん

を
正
式
採
用
し
た
。

【
今
後
の
予
定
】 

１
・
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議　

７
月

28
日
㈯

２
・
委
員
会
（
科
学
、
自
然
保
護
、
医

療
）
会
議　

６
月
27
日
㈬

３
・
同
好
会
・
同
期
会
連
絡
会　

７
月

２
日
㈪

図書受入報告（2012年６月）
著　者 書　　名 ページ…/…サイズ 発行元 刊行年 寄贈/購入別

八嶋寛… 中高年のための安全登山のすすめ（河北選書） 224p…/…19cm 河北新報出版センター 2012 出版社寄贈

小泉武栄…（編） 図説…日本の山…：…自然が素晴らしい山…50選 166p…/…26cm 朝倉書店 2012 出版社寄贈

信州大学山岳科学総合研究所…（編） 上高地・槍・穂高地域における自然環境の変動と保全・適正利用に関する総合研究 298p…/…30cm 信州大学山岳科学総合研究所 2012 発行者寄贈

信州大学山岳科学総合研究所…（編） 中部山岳地域の環境変動の解明から環境資源再生をめざす大学間連携事業 704p…/…30cm 信州大学山岳科学総合研究所 2012 発行者寄贈

菊地俊朗 槍ケ岳とともに…：…穂苅家三代と山荘物語 207p…/…19cm 信濃毎日新聞社 2012 著者寄贈

神崎忠男…（監修） 山の地図帳…：…東京近郊日帰りハイク42コース 127p…/…21cm 成美堂出版 2012 監修者寄贈

水野勉… 山書との語らい 256p…/…27cm 水野勉（私家版） 2012 著者寄贈

明治大学山岳部炉辺会…（編）炉辺…第10号…：…明治大学体育会山岳部（MAC）創部90周年 848p…/…21cm 明治大学山岳部炉辺会 2012 発行者寄贈

草川啓三… 登る、比良山…：…比良山系28山・72コース…湖の山道案内 162p…/…21cm ナカニシヤ出版 2012 出版社寄贈

坂本英夫… 地理の目で歩くスイス・アルプス 179p…/…21cm ナカニシヤ出版 2012 出版社寄贈

山と溪谷社…（編著） よくわかる新田次郎…：…山を描ききった作家の肖像 224p…/…21cm 山と溪谷社 2012 出版社寄贈

根深誠… イエティ…：…ヒマラヤ最後の謎"雪男"の真実 325p…/…20cm 山と溪谷社 2012 著者寄贈

雁部貞夫… 雁部貞夫歌集…（現代短歌文庫…No.108） 195p…/…19cm 砂子屋書房 2012 著者寄贈

田代博… 世界の「富士山」…：…Mt.…Fuji…all…over…the…World 190p…/…19cm 新日本出版社 2012 出版社寄贈

金澤常夫… 山書と共に 321p…/…21cm 金澤康夫（私家版） 2012 著者寄贈

クラウス…リットマン… マッターホルン…（日・独・英　３ケ国語版） 143p…/…22cm リットマン 1989 宮下啓三氏寄贈

Scagnet,…Ernst Zentraischweiz 29cm Harlekin…Verlag 1983 宮下啓三氏寄贈

Selz,…Peter Ferdinand…Hodler 142p…/…26cm University…Art…Museu 1972 宮下啓三氏寄贈

Zbinden,…Hans Giovanni…Segantini 107p…/…24cm Paul…Haupt 1964 宮下啓三氏寄贈

Orell…Fussli…（ed.） Zurich…Vorhof…der…Alpen… 184p…/…24cm Orell…Fussli…Verlag 1963 宮下啓三氏寄贈
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新入会員　（2012 年 6 月）
氏名　（年齢） 会員番号 〒 住所 電話 紹介者 支部名

渡邉　浩和（19） 15152 194-0041 東京都町田市玉川学園1-22-16-303 090-3909-1369 野沢誠司　　中山茂樹 無所属
故長井美照（53） 15153 198-0171 東京都青梅市二俣尾2-589-12 0428-78-7950 野沢誠司　　中山茂樹 東京多摩
畠山　優美（32） 15154 103-0008 東京都中央区日本橋中洲6-17-204 090-9620-6136 野沢誠司　　古野　淳 首都圏
林　　弘文（53） 15155 331-0812 埼玉県さいたま市北区宮原町4-41-6 048-654-5570 平川陽一郎　萩原浩司 埼玉
原　　祐貴（21） 15156 182-0021 東京都調布市調布ケ丘4-21-3 090-8048-8591 野沢誠司　　古野　淳 無所属
小林　佳子（66） 15157 234-0051 神奈川県横浜市港南区日野7-21-4 045-844-3851 三井吉由江　中山茂樹 首都圏
小倉　一友（48） 15158 038-0031 青森県青森市大字三内字丸山17-36 017-781-3619 中村光明　　大久保勉 青森
橋本智江子（72） 15159 492-8229 愛知県稲沢市稲島10-128 0587-32-6015 松本陽子　　尾上　昇 東海
内田　健一（44） 15160 048-0144 北海道寿都郡黒松内町東川167-2 0136-73-2822 新妻　徹　　水越　武 北海道
千葉　泰丈（55） 15161 451-0066 愛知県名古屋市西区児玉2-2-15-100 090-5622-2399 前田隆久　　尾上　昇 東海
小山　智弘（32） 15162 411-0033 静岡県三島市文教町1-4-25-12-310 055-956-7061 有元利通　　久保田保雄 静岡
矢野　賢二（75） 15163 273-0865 千葉県船橋市夏見3-24-24 047-422-1898 髙橋正彦　　吉永英明 千葉
山口　正孝（63） 15164 482-0026 愛知県岩倉市大地町郷前54-3 0587-37-8336 前田隆久　　尾上　昇 東海
浜谷　拓巳（34） 15165 507-0826 愛知県多治見市脇之島町6-37-11 080-4210-5408 前田隆久　　尾上　昇 東海
中村好至惠（54） 15166 241-0825 神奈川県横浜市旭区中希望が丘209-54 045-361-3889 近藤　緑　　長澤　洋 首都圏
五藤　典代（45） 15167 493-0007 愛知県一宮市木曽川町外割田西郷中65 0586-86-7633 小川　務　　山田明美 東海
杉浦　良文（61） 15168 063-0867 北海道札幌市西区八軒七条東3-7-1 011-717-9204 滝本幸夫　　西山泰正 北海道
吉田　賢治（56） 15169 662-0088 兵庫県西宮市苦楽園四番町5-38 0798-77-0324 重廣恒夫　　辻　和雄 関西
堀田　直希（20） 15170 214-0012 神奈川県川崎市多摩区中野島6-23-16-202 090-2943-6110 野沢誠司　　古野　淳 首都圏
増永　滋生（40） 15171 604-0836 京都府京都市中京区船屋町403-703 075-708-8587 斧田一陽　　重廣恒夫 関西
大神　信生（67） 15172 800-0245 福岡県北九州市小倉南区大字貫3235-4 093-472-8726 丹下　洽　　伊藤久次郎 北九州
福田　裕甫（20） 15173 214-0021 神奈川県川崎市多摩区宿河原2-42-19-106 090-2154-1874 野沢誠司　　古野　淳 首都圏
縄手　　修（62） 15174 800-0223 福岡県北九州市小倉南区上曽根2-2-18 093-472-5935 大庭常生　　伊藤久次郎 北九州
藤田　正義（68） 15175 010-1102 秋田県秋田市太平目長崎字上目長崎200-3 018-838-2415 佐々木長秀　佐々木民秀 秋田
中村　嘉国（65） 15176 031-0803 青森県八戸市諏訪3-6-12-B 0178-22-1537 野口勝志　　大久保勉 青森

（復活）
稲葉　英樹（48） 12157 930-3261 富山県中新川郡立山町野町357-14 076-462-1253 野沢誠司　　中山茂樹 富山

2
日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会

4
日　

総
務
委
員
会　

高
尾
の
森
づ
く

り
の
会　

法
人
Ｐ
Ｔ

5
日　

図
書
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ

ブ

6
日　

集
会
委
員
会

7
日　

常
務
理
事
会

8
日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会

11
日　

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会　

ス
キ

ー
ク
ラ
ブ　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ

ブ

12
日　

総
務
委
員
会　

山
岳
研
究
所
運

営
委
員
会　

九
五
会

13
日　

休
山
会　

理
事
会　

山
想
倶
楽

部

14
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

二
火

会　

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ　

海

外
委
員
会

15
日　

総
務
委
員
会

16
日　

支
部
長
会
議

18
日　

自
然
保
護
委
員
会　

総
務
委
員

会　

資
料
映
像
委
員
会

19
日　

00
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

20
日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会　

三

水
会　

青
年
部
委
員
会　

つ

く
も
会

21
日　

図
書
管
理
委
員
会　

科
学
委
員

会　

法
人
Ｐ
Ｔ　

み
ち
の
り

山
の
会

22
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

支
部

活
性
化
Ｐ
Ｔ

25
日　

総
務
委
員
会　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

自
然
保
護
委
員
会

26
日　

山
の
日
制
定
Ｐ
Ｔ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

27
日　

自
然
保
護
委
員
会　

麗
山
会　

委
員
会
会
議　

28
日　

01
会　

山
遊
会　

学
生
部

29
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

30
日　

土
曜
会

６
月
来
室
者
583
名

6月6月

電子国土賞受賞のDAN杉本氏講演
　当会の推薦で電子国土賞を受賞した「カシミール
3D」の作成者によるはじめての講演会を行ないます。
YOUTH…CLUBの基礎講習会の一環として行なうも
のですが、今回は年齢を問いません。
ぜひご参加ください。
演目… 「カシミールの正しい使い方」
日時… 8月28日（火）19時〜 21時
会場… 日本山岳会104号室
参加費… 会員無料（一般500円）
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❖
編
集
後
記
❖

◦
平
成
24
年
度
通
常
総
会
が
終
了
し
た
。

概
要
は
巻
頭
記
事
に
報
告
し
た
。
今
回

は
、
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
支

部
長
会
議
に
つ
い
て
も
記
事
に
て
報
告

が
あ
る
。
初
の
女
性
支
部
長
や
お
そ
ら

く
も
っ
と
も
若
い
と
い
う
44
歳
の
支
部

長
も
誕
生
し
た
。

◦
医
療
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
医
師
た
ち

に
は
、
日
本
登
山
医
学
会
学
術
集
会
の

報
告
を
も
ら
っ
た
。
先
月
号
で
お
伝
え

し
た
通
り
医
療
委
員
会
に
担
当
い
た
だ

き
、
連
載
「
山
の
診
療
所
（
仮
）」
が
ス

タ
ー
ト
す
る
予
定
だ
。
登
山
中
の
ケ
ガ

や
疾
病
、
持
病
と
の
付
き
合
い
方
、
ケ

ガ
の
リ
ハ
ビ
リ
と
登
山
な
ど
に
関
す
る

お
悩
み
が
あ
る
方
は
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ン
バ
ー
医
師
た
ち
が
お
応
え
し
ま
す
。

◦
で
は
愉
し
い
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

…

（
柏 

澄
子
）

◆
第
19
回
上
高
地
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 

山
の
自
然
学
研
究
会

ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
と
自
然
解
説

期
間　

８
月
２
日
㈭
〜
16
日
㈭

ミ
ニ
ト
ー
ク
（
19
時
半
〜
約
１
時
間
）

期
間　

8
月
１
日
㈬
〜
15
日
㈬

場
所　

…
温
泉
ホ
テ
ル
他

子
供
ス
ケ
ッ
チ
会
（
10
時
〜
13
時
）

・
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
の
協
力

期
間　

８
月
３
日
㈮
〜
６
日
㈪

場
所　

西
糸
屋
山
荘
前

問
合　

…

櫛
田
勁

（

０
４
５（
９
６
２
）３
７
８
６

kei35@
gf6.so-net.ne.jp

）

◆
小
泉
武
栄
氏
巡
検
参
加
者
募
集

 

山
の
自
然
学
研
究
会

小
泉
氏
と
下
仁
田
の
ジ
オ
パ
ー
ク

地
域
を
観
察
し
て
歩
き
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
１
日
㈯

定
員　

25
名（
往
復
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
）

費
用　

７
０
０
０
円
（
バ
ス
代
含
む
）

集
合
・
解
散　

Ｊ
Ｒ
国
立
駅

申
込　

…

櫛
田
勁

（

０
４
５（
９
６
２
）３
７
８
６

kei35@
gf6.so-net.ne.jp

）

◆
「
第
20
回
山
岳
写
真
展
」
を
開
催

 

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

山
に
登
り
、
心
に
映
っ
た
山
々
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
と
感
性
で
捉
え
た
写

真
展
。
国
内
外
の
山
岳
自
然
、
約
40
点
。

会
期　

…

10
月
４
日
㈭
〜
10
日
㈬
（
10
時

よ
り
18
時
、
最
終
日
は
14
時
）

場
所　

…

日
本
写
真
会
館
５
階　

ポ
ー
ト

レ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（

０
３
（
３
３
５
１
）
３
０
０
２
）

問
合　

…

川
嶋
新
太
郎

（

０
３
（
３
８
７
３
）
０
９
０
７
）

◆
巡
回
写
真
展

山
形
支
部
地
区

会
期　

…

８
月
16
日
㈭
〜
25
日
㈯

問
合　

…
山
形
支
部
・
志
田
郁
夫

（

０
２
３
４
（
３
３
）
６
１
８
２
）

信
濃
支
部
地
区

会
期　

…

９
月
１
日
㈯
〜
27
日
㈭

問
合　

…

柏
与
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
大
門

（

０
２
６
２
（
３
２
）
７
６
０
９
）

会
員
異
動（
６
月
）

物
故

西
丸
震
哉
（
３
０
５
９
）
12
・
5
・
24

坂
本
矩
祥
（
３
６
３
９
）
12
・
6
・
23

廣
谷
光
一
郎
（
５
０
３
７
）
12
・
6
・
10

寛
仁
親
王
殿
下（
１
０
０
０
２
）12
・
6
・
6

谷
村
正
則
（
１
２
２
７
２
）
12
・
6
・
8

佐
藤
信
裕
（
１
４
６
０
６
）
11
・
10
・
19

退
会

五
百
澤
協
子
（
７
６
９
１
）

五
百
澤
智
也
（
９
２
７
７
）

中
西　

實
（
９
９
７
８
）

斉
藤
幸
雄
（
１
０
１
０
１
）　

山
梨

福
田　

巖
（
１
０
１
３
９
）　

東
海

葛
谷　

靖
（
１
０
２
９
８
）　

東
海

樽
澤
弘
一
（
１
１
０
５
５
）

白
勢
祥
三
（
１
１
６
７
４
）

平
野
友
重
（
１
２
２
５
６
）　

岐
阜

霧
生　

功
（
１
２
５
７
１
）

石
川
悦
子
（
１
２
８
１
０
）　

宮
崎

林　

岩
美
（
１
２
８
５
６
）　

岩
手

鈴
木
浩
志
（
１
２
９
４
２
）　

静
岡

金
内
一
夫
（
１
３
１
１
６
）

中
村
寿
文
（
１
３
５
７
５
）　

青
森

末
吉
史
忠
（
１
３
６
４
２
）
北
九
州

上
田
洋
治
（
１
３
８
６
２
）　

広
島

中
條
好
司
（
１
４
０
５
４
）

川
田
嘉
夫
（
１
４
１
２
１
）

中
島
仁
志
（
１
４
４
９
９
）
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